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私が中国語に出会ってもうすぐ 年になろうとしています。
中国語は今でさえ私の欠かせない重要なものになっています
が、始めたきっかけは友達が始めるから私も、という安易なも
のでした。中国語インテンシブコースに入った私は準備期間を
合わせての 年半、最終目標中国語検定 級取得を目指し、い
ちから勉強を始めました。恩師である黄志軍先生、そしてネイ
ティブの先生らが丁寧かつ分かりやすく教えてくださったおか
げで、みごとその目標を達成することができました。
日本での勉強を終え、更なるレベルアップを目指し私は中

国・東北大学へと 年間の語学留学を行いました。そこでは日
本での優しい授業とはまったく違う、現実の厳しい世界が待っ
ていました。 年半勉強したとは言ったものの、その程度では
通用するわけもなく、授業についていくのが精一杯の状況が続
きました。
勉強しても成果がでないでいた最初の半年は、何で自分はコ

コにいるのだろう？と苦悩する日々が続いていましたが、向こ
うでの生活にもだいぶ慣れて、友達ができ、彼らと会話をする
中でやがて笑いが生まれ、お互いを理解し通じ合えた時、今ま
での悩みが嘘のように消えていきました。
それからは完全に中国語に魅せられ、語学を勉強することの

すばらしさを知り、そして出会えたことに感謝しています。そ
れに合わせて、漢語水平考試（HSK） 級取得という成果も収
めることができました。
帰国した今、私は将来これらの知識・経験が生かせる場で活

躍できればいいなと考えています。
そして最後に両親・友人をはじめこの留学中お世話になっ

た、すべての方々に感謝の意を表するとともに、そんな方たち
へ恩返しができるようこれからもより一層努力しつづけていき
たいと思います。
（ 年 月から 年 月まで奥田政三教育・研究基金によ
り協定校・東北大学（中国遼寧省瀋陽市）へ交換留学）

留学 研修レポート留学 研修レポート

大阪国際大学人間科学部
国際コミュニケーション学科 年次生 大湾 しのぶ

中国語との出会いに感謝
その知識、経験を生かしたい

去年の春、桜が爛漫な時期

に私は日本の土を踏みまし

た。異国に着いたばかりの

頃、物事に対し沢山の不安を

持っていました。しかし、大

阪国際大学国際交流センター

の人たちから温かいサポート

を受け、その不安はすぐ解消

されました。

別科の学習生活は毎日違う楽しさがあり、多くの国から来ら

れる留学生とも日本語で交流し学び合いながら親しくなれまし

た。日本語の他にも伝統文化の授業を通して、日本特有の文化

を知る事ができました。

「中日友好の星」この夢を実現させるため、私は日本への留

学を決意しました。戦争により、その時代を経験していない者

まで悪い印象を残しています。日本にも中国にも素晴らしい文

化があります。それを知らずに偏見だけで国を見てしまう事は

凄く悲しいことです。だから、皆がその事に気づけるように私

は日中交流の懸け橋になりたいのです。

これからの生活でより多くの経験、そして視野を広げたい。

明確な目的と意識があれば、この留学で得る事は無限にあると

思います。

「目標と意志があるところに道は開ける」この言葉を自分に

言い聞かせ、未来の輝かしい夢に向かい努力しようと思います。

（中華人民共和国出身、本学留学生別科から編入）

大阪国際大学経営情報学部
年次生 王 中来
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年（平成 年）
短大 幼保 池尾美佳さん、おおさか人権情報誌『そうぞう』

の表紙に登場
大学（守口）幼稚園 心理コミ 長澤彰彦教授ゼミ 年次生が大学祭模擬店の

収益金 円を幼稚園に寄付。幼稚園は三輪車を購入
滝井高 大和田中 守口市教育功労者で滝井高校バレーボール部・大和田中

学バレーボール部が表彰
大和田中 秋の遠足、奈良へ
大和田高 高校 年生の秋の校外学習、滋賀県の比叡山・延暦寺へ
大和田高 高校 年生校外学習、国立民族学博物館とエキスポラン

ドへ
滝井高 後援会（会長・足立千可子）主催の日帰り研修旅行・社

会見学会に 人が参加
学園 奥田吾朗学長、全私学新聞「論壇」に寄稿 短期大学の

活性化 今後もサービス事業化等を推進
大学 枚方 キャンパスミーティング『市長と語ろう！“枚方のまち

づくり”』に、法政経 年次生 久保宏允さんが参加。枚
方市内 大学の学生が、中司 宏市長とまちづくりにつ
いて意見交換する。

滝井高 本校をロケ地にした全国ネットTVドラマ「家族善哉」（毎
日放送）が放映（ ）

大学 短大 学友会主催イルミネーション点灯式
滝井高 生徒会主催Xマス・イルミネーション点灯式
滝井高 FMひらかたサテライトスタジオの生放送番組「三人寄れ

ば 」に中田碩也校長が出演
大学 枚方 枚方市選挙管理委員会等との意見交換会に学生 人が参

加。意見交換を行う
大学 守口 国際コミ「国際社会と日本文化 」（担当 高橋尚美非常

勤講師）で着物の着付け実習授業。留学生別科「伝統文
化研究I」のクラスと合同授業

大学 枚方 国旗カルタ「エポワルタ」企画で本学のインターンシッ
プ参加学生が参画、 月 月までに 地域にわけて順
次発売。朝日新聞掲載

大学 短大 中国の協定校・東北大学から 人が来訪
大和田高 教員人権研修
大学 枚方 体育会主催 平成 年度第 回校内献血
大学 守口 守口市中央公民館「働く人のメンタルヘルス講座」講師

に人健 佐瀬竜一講師「あなたはストレスとどうつきあっ
ていますか？パート （実技編）」

滝井高 吹奏楽部が、医療法人清翠会・牧病院デイケアセンター
（大阪市旭区）開催のXマスコンサートに出演

滝井高 第 回入試説明会
滝井高 大和田中 フジテレビ『めざましどようび』で滝井高校と大和田中

学校のバレーボール部選手が紹介
大学 枚方 地域学講座『継体大王と枚方』市民にも公開
大学 枚方 経営情報学部 年次生の資料分析プロジェクト、ゼミ代

表の発表会
滝井高 吹奏楽部、関西医科大学枚方病院（枚方市）での第 回X

マスコンサートに出演
大和田中 English Festival
滝井高 本校正門前の交差点（国道 号内環状線）・大阪国際学

園前（信号機表記）が、歩車分離方式のスクランブル交
差点に生まれ変わる。「スクランブル信号渡り初め」のセ
レモニー開催

大学 守口 国際コミ 年次生 中山哲朗さんと足立篤司さんが所属
するバンド『Maple Park』インディーズデビュー

大学 枚方 経営情報学部 資料分析プロジェクト受賞者発表
年（平成 年）
学園 ブロッサムコンサート開催
滝井高 毎日放送「ちちんぷいぷい・たむらけんじの学校に行

こッ！」のコーナーで に放映される本校紹介のため、
午後たむらけんじさんが来校し取材収録が行われた

大学 守口 心理コミ 長澤彰彦教授、毎日新聞「新聞時評」に論
評 「温暖化の報道を粘り強く続けよう」

大学 短大 守口キャンパスを韓国 論山市にある建陽大学校の総長一

行が訪問
滝井高 FMひらかたの生放送番組に中田碩也校長と飯田あゆみバ

レーボール部キャプテンが出演
短大 第 回大阪ヴォーカルアンサンブルコンテストで幼保の

学生チームが 年連続入賞
大学 短大 学生チャレンジ制度報告会
大学 短大 守口 平成 年度門真市民「第 回運動教室」（ ）
大学 枚方 自然・情報系主催卒論発表会
大学 枚方 ビジネスゲームの株主総会
短大 併設校入学前指導懇談会
大学 守口 人間科学部卒業研究発表会（ ・ ）
大学 守口 FM HANAKO MHz『もりかど探偵団』の「バレンタ

イン目前、愛の告白事情」特集で心理コミ 森上幸夫助教
授がコメント

大学 第一回関西マスターズリーグラグビー大会、枚方キャン
パス人工芝グラウンドで開催（ ）

大学 守口 国体冬季大会スキー競技に人健 山下恭平さん（スキー
部）が出場

学園 大和田高 「奥田政三教育・研究基金」奨学金授与状贈呈式
短大 家政 、 回生対象「バレンタインデーのお菓子作り」（ ）
短大 幼保「第 回音楽コース演奏会・第 回卒業演奏会」
大学 短大 Teachers Seminar
大学 守口 心理コミ 長澤彰彦教授、毎日新聞『新聞時評』で論

評 「NHKのあるべき姿、もっと議論を」
滝井高 卒業証書授与式
大学 守口 FM HANAKO MHz『もりかど探偵団』に、スポ行

西岡ゆかり助教授が協力
大学 守口 心理コミ 長澤彰彦教授が、TBSラジオ『久米宏 ラジオ

なんですけど NHKの受信料について考えるスペシャル
ウィーク』に生出演し、意見を語る

幼稚園 生活発表会
滝井高 バレーボール部 春の高校バレー大阪第一代表に決まり

守口市長を表敬訪問
大学 守口 リーダーシップトレーニング実施
大学 短大 本学主催の企業説明会開催
大学 枚方 大学院総合社会科学研究科修士論文最終試験
大学 短大 合唱部、鶴見老人保健施設 ラガールで、スプリングコ

ンサート
大学 枚方 キャンパスライフクリエイター春期合宿開催（ ）
大学 短大 守口 もりぐち・かどま健康 講演会。「メタボリックシンド

ロームにご注意と賢い運動習慣」の講師にスポ行佐々木
弘志教授

大学 短大 守口 FM HANAKO MHz『もりかど探偵団「ホワイトデー
にちなんで、返事・お返しについて」特集』で、心理コ
ミ 森上幸夫助教授がコメント

大和田中 TBS「スーパーサッカーPLUS」に最年少 リーガーであ
る堀口夏実さん登場

滝井高 吹奏楽部顧問の瓜生恭宏教諭（音楽）、大阪私立中学校高
等学校芸術連盟から表彰

大学 短大 学生支援のための講演会開催。テーマ「解決志向を活か
した学生とのかかわり方」

大和田中 年生オーストラリア海外研修（ ）
大学 短大 本学守口キャンパスを会場に、日本知能情報ファジィ学

会・ソフトサイエンス研究部会「ソフトサイエンス・ワー
クショップ」開催（ ）

大学 守口 松田司郎教授 退職記念講義
大学 枚方 法政経学部 谷口真由美講師のゼミ 年次生が、ディベー

ト開催
大学 守口 心理コミ 長澤彰彦教授、毎日新聞「新聞時評」に論

評 「報道はさまざまな視点と視座から」
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特
に
各
種
学
校
行
事
や
ク
ラ
ブ
活

動
な
ど
の
様
子
は
、
最
新
の
情
報
を

発
信
で
き
る
よ
う
努
め
て
お
り
、
試

合
結
果
や
コ
ン
ク
ー
ル
の
成
績
な
ど

は
情
報
が
入
り
次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
も
行
事
な
ど
に
連
動
し
て
更

新
し
て
お
り
、
そ
の
時
一
番
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
情
報
へ
、
す
ぐ
に
ア

ク
セ
ス
し
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し

て
い
ま
す
。

学
校
行
事
で
は
担
当
の
先
生
方
に

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
生
徒
た
ち
の
い

き
い
き
と
し
た
活
動
風
景
を
撮
影
し

て
も
ら
い
、
そ
の
都
度
ア
ッ
プ
し
て

い
ま
す
。
中
で
も
林
間
学
舎
や
ス

キ
ー
実
習
な
ど
の
宿
泊
行
事
で
は
、

現
地
で
撮
影
し
た
写
真
を
現
地
で

ア
ッ
プ
し
て
い
く
「
行
事
速
報
」
を

実
施
し
て
お
り
、
本
来
な
ら
ば
生
徒

が
帰
宅
す
る
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
過

ご
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
宿
泊
行

事
の
様
子
が
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
閲

覧
で
き
る
た
め
、
保
護
者
の
方
々
に

大
変
好
評
で
感
謝
の
メ
ー
ル
な
ど
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
生
徒
た
ち
も
帰
宅
し
て
か

ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
写
真
を
す
ぐ
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
積
極
的

に
カ
メ
ラ
に
写
り
た
が
る
生
徒
が
増

加
し
て
き
ま
し
た
。
海
外
研
修
に
お

い
て
も
、
付
き
添
い
の
先
生
方
の
協

力
で
、
国
内
と
ほ
ぼ
同
様
に
速
報
を

お
届
け
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
整
え
て

き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
点
は
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を

図
り
、
大
和
田
中
学
の
楽
し
さ
を
広

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
和
田
中
学
校

塩
谷

宗
広
）

大
和
田
中
学
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、
教
育
方
針
や
職

員
・
施
設
の
紹
介
な
ど
の
受

験
生
に
向
け
た
情
報
の
掲
載

は
も
と
よ
り
、
在
校
生
や
卒

業
生
・
そ
の
家
族
の
方
な
ど
、

よ
り
多
く
の
方
々
に
楽
し
ん

で
閲
覧
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
常
に
新
鮮
で
、
使
い

や
す
い
・
見
や
す
い
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
な
る
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。

発
信
情
報

使
い
易
く
、
見
易
い

「
行
事
速
報
」
好
評
で
す

「
行
事
速
報
」
好
評
で
す

大
和
田
中
学
の

大
和
田
中
学
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

留学生別科の授業「伝統文化研究」
で、三味線をひく王さん
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年
度
卒
業
研
究
が
大
学
院
各
研
究
科
、
大
学
各
学
部
学
科
で

提
出
さ
れ
た
。
膨
大
な
資
料
と
格
闘
し
、
締
め
切
り
直
前
ま
で
書

き
直
し
、
発
表
会
に
向
け
て
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
特
訓
、

そ
し
て
発
表
で
は
教
員
ら
の
厳
し
い
質
問
に
回
答
す
る
な
ど
、
苦

労
の
た
え
な
い
卒
業
研
究
だ
が
、
学
生
た
ち
は
「
本
当
に
い
い
経

験
に
な
っ
た
！
大
学
生
活
の
記
念
に
な
っ
た
！
」
と
誰
も
が
言
う
。

今
回
も
数
多
い
力
作
の
中
か
ら
一
部
を
紹
介
す
る
。（
敬
称
略
）

大
学
院
経
営
情
報
学
研
究
科

周

湘

（
指
導
教
員

韓

尚
秀
）

「

に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー

ム
の
経
営
効
率
分
析
」
（

）国
際
大
の

「
ビ
ジ
ネ
ス

ゲ
ー
ム
」
に

参
加
し
た
時

に
、
経
営
戦

略
の
意
思
決
定
の
難
し
さ
を
実
感

し
た
周
さ
ん
は
、
財
務
指
標
の
分

析
を
中
心
と
す
る
従
来
の
企
業
の

経
営
分
析
の
欠
点
を
考
慮
し
、
新

た
な
分
析
手
法
で
あ
る

（
包
絡
分
析
法
）
を
用
い
た
経
営

分
析
の
有
効
性
を
検
証
し
た
。

具
体
的
に
は
、

を
用
い
、

家
庭
電
化
製
品
業
界
の

社
を
対

象
と
し
て
、異
な
る
単
位
の
投
入
・

産
出
項
目
を
設
定
。
多
次
元
尺
度

か
ら
各
社
に
相
対
的
な
評
価
を
与

え
、
明
確
な
改
善
案
を
提
示
す
る

と
と
も
に
、
統
計
分
析
の
結
果
か

ら

に
よ
る
評
価
結
果
は
有

効
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
た
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
従
来
の
分
析
手

法
に
お
け
る

つ
の
問
題
点
を
解

決
、

は
経
営
分
析
も
し
く

は
財
務
指
標
分
析
に
お
け
る
応
用

の
適
合
性
あ
り
と
証
明
し
た
。

「
投
入
・
産
出
項
目
を
選
ぶ
際
に
、

そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
あ
る
か
、
且
つ

相
関
関
係
が
あ
る
か
を
厳
し
く
調

べ
、
そ
の
選
ぶ
難
し
さ
の
た
め
、

多
く
の
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
有
意
な
項
目
を
選
択
す

る
方
法
を
議
論
し
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
、
苦
労
を
振
り
返
る
。

「

の
新
た
な
応
用
お
よ

大
学
院
総
合
社
会
科
学
研
究
科
国
際
政
経
専
攻

山
岡

直
也

（
指
導
教
員

大
矢

吉
之
）

「
少
年
事
件
報
道
と
被
害
者
の
人
権

被
害
者
の
声
が
届
く
世
の
中
に

」

年
神
戸
で
連
続
児
童
殺

傷
事
件
が
起

こ
っ
た
と
き
、

当
時
中
学
生

だ
っ
た
山
岡
さ

ん
は
、
加
害
少

年
と
被
害
者
に
対
す
る
報
道
の
な
さ

れ
方
に
、「
な
ぜ
被
害
者
だ
け
が
マ

ス
コ
ミ
報
道
に
さ
ら
さ
れ
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
犠
牲
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
」
と
、
そ
の
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
に
大
き
な
疑
問
を
感
じ
た
。
そ

の
強
い
思
い
を
胸
に
大
学
院
へ
進
学

し
、
今
回
の
修
士
論
文
に
ま
と
め
た
。

内
容
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
少
年

犯
罪
の
凶
悪
化
や
改
正
少
年
法
に
み

る
厳
罰
化
の
流
れ
を
背
景
に
、
少
年

法
の
精
神
と
マ
ス
コ
ミ
報
道
の
現
状
、

少
年
法

条
（
実
名
・
推
知
報
道
の

禁
止
）
を
め
ぐ
る
訴
訟
、
ア
メ
リ
カ

の
少
年
事
件
報
道
な
ど
を
検
証
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
被
害
者
の
人
権
論

と
い
う
新
た
な
領
域
に
論
及
し
、
そ

の
世
界
的
な
潮
流
を
展
望
す
る
な
ど
、

国
際
政
経
専
攻
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
行
政
の
被
害
者

支
援
、
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
の
成

立
、
実
名
報
道
へ
の
メ
デ
ィ
ア
・
警

察
の
対
応
、
ネ
ッ
ト
社
会
に
潜
む
危

険
性
な
ど
、
犯
罪
被
害
者
を
取
り
巻

く
人
権
状
況
の
変
化
を
多
面
的
に
総

括
し
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
、
あ
ま
り
議
論
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
事
柄
だ
っ
た
の
で
、
少

な
い
文
献
の
中
か
ら
、
正
し
い
と
思

え
る
答
え
を
導
き
出
す
の
に
苦
労
し

ま
し
た
。
で
も
書
き
上
げ
ら
れ
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
、
約

年

間
抱
き
続
け
た
思
い
を
論
文
に
ま
と

め
あ
げ
た
感
想
を
述
べ
、「
常
に
変

動
し
て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、

少
年
犯
罪
の
凶
悪
化
お
よ
び
低
年
齢

化
の
問
題
は
、
今
後
も
増
し
て
い
く

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
明
日
に
は
、

自
分
が
事
件
の
当
事
者
に
な
っ
て
い

る
可
能
性
も
十
分
あ
り
え
る
の
で
す
。

本
論
文
が
、
こ
れ
ま
で
犯
罪
被
害
者

や
少
年
事
件
に
対
し
て
何
の
興
味
も

湧
か
な
か
っ
た
人
た
ち
や
、
被
害
者

の
立
場
に
立
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と

が
な
か
っ
た
人
た
ち
に
そ
う
し
た
意

識
を
変
え
て
も
ら
う
一
助
に
な
れ
ば

光
栄
で
す
」
と
結
ん
だ
。

人
間
科
学
部
心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

稲
嶺

あ
か
ね

（
指
導
教
員

木
曽
利
之
）

「
生
活
の
向
上
を
目
指
す
エ
コ
・
プ

ロ
ダ
ク
ト
」

稲
嶺
さ
ん
は
、

深
刻
化
す
る
環

境
問
題
へ
の
取

り
組
み
方
と
し

て
今
、
注
目
さ

れ
、
期
待
さ
れ
て
い
る
「
エ
コ
・
プ

ロ
ダ
ク
ト
」
に
焦
点
を
あ
て
、

世

紀
的
消
費
生
活
を
考
察
し
た
。

「
環
境
問
題
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る

度
に
、
危
機
感
を
あ
お
ら
れ
ま
す
が
、

南
極
の
氷
が
溶
け
る
と
か
、
オ
ゾ
ン

層
の
破
壊
と
か
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
さ
に
あ
ま
り
実
感
が
湧
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

ま
た
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
し
て
呼
び

か
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
節
電
や
節

水
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
我
慢
を

強
い
る
も
の
ば
か
り
。
そ
れ
で
は
、

長
続
き
し
な
い
の
で
は
、
と
感
じ
て

い
た
と
こ
ろ
に
、
あ
る
雑
誌
で
「
エ

コ
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
」
特
集
を
偶
然
見

つ
け
、興
味
を
持
ち
ま
し
た
。エ
コ
・

プ
ロ
ダ
ク
ト
は
、
地
球
環
境
に
配
慮

さ
れ
、
な
お
か
つ
現
代
の
目
の
肥
え

た
消
費
者
を
満
足
さ
せ
る
製
品
。
そ

の
時
の
雑
誌
の
見
出
し
は

楽
し
く

な
け
れ
ば
エ
コ
じ
ゃ
な
い

と
い
う

も
の
で
、
新
し
い
取
り
組
み
方
と
し

て
強
く
惹
か
れ
ま
し
た
」
と
、
き
っ

人
間
科
学
部
人
間
健
康
科
学
科

内
田

一
樹
、
尾
谷

真
也
、

河
原
林

知
晃

（
指
導
教
員

福
田
真
規
夫
）

「
映
画
『
煙
草
を
あ
ま
く
み
て
い
る

と
…

』
の
制
作
」

煙
草
の
マ

ナ
ー
違
反
を
少

な
く
す
る
た
め
、

啓
蒙
用
の
短
編

映
画
を
制
作
し

た

人
。

「
周
り
と
は

違
っ
た
卒
業
研

究
を
行
い
た

か
っ
た
と
い
う

の
が
、
こ
の
研
究
の
始
ま
り
で
し
た
。

所
属
す
る
人
間
健
康
科
学
科
に
関

係
し
た
テ
ー
マ
で
、
か
つ
映
画
で
の

発
表
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、
理

解
し
や
す
い
。
ま
た
、
ず
っ
と
残
る

物
を
作
り
た
か
っ
た
」。

映
画
は
、
『
歩
き
タ
バ
コ
は
危

険

』『
空
き
缶
を
灰
皿
代
わ
り
に

卒卒卒卒卒卒卒卒卒
業業業業業業業業業
研研研研研研研研研
究究究究究究究究究

学学学学学学学学学
びびびびびびびびび
ののののののののの
成成成成成成成成成
果果果果果果果果果

卒
業
研
究

学
び
の
成
果

年
度

大
学
院
と
大
学
各
学
部
生

年
度

大
学
院
と
大
学
各
学
部
生

び
展
開
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題

と
し
て
や
り
遂
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
卒
論
は
私
が
大
学
で
最
後
の
頑

張
っ
た
結
晶
、
し
か
も
こ
れ
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
・
ラ
イ
ン
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

今
後
は
、
中
国
へ
帰
国
し
て
、
企

業
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
や
る
つ
も

り
で
す
」

経
営
情
報
学
部
経
営
情
報
学
科

菊
地

武
実

（
指
導
教
員

矢
島

彰
）

「
大
阪
弁
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
は

手
話
表
現
が
可
能
か
？
」本

学
で
初
め

て
聾
者
と
し
て

学
ん
だ
菊
地
さ

ん
は
、
秋
田
県

出
身
で
、
大
学

進
学
の
た
め
に

大
阪
に
や
っ
て

き
た
。
手
話
に
も
地
方
に
よ
っ
て
方

言
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
、
大
阪
弁

の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
手
話
で
は

表
現
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
そ
こ

で
、
大
阪
独
自
の
も
の
で
あ
る
大
阪

弁
の
手
話
表
現
開
発
を
目
指
し
た
。

具
体
的
に
は
、「
好
き
や
ね
ん
」

「
ち
ゃ
う
ち
ゃ
う
」「
な
ん
で
や
ね
ん
」

な
ど

の
単
語
を
選
び
、
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
波
形
を
明
ら
か
に
し
、

実
用
性
の
あ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
手
話
表

現
を
提
案
し
た
。
自
身
が
聾
者
で
音

声
を
聞
き
取
れ
な
い
た
め
、
関
西
市

民
か
ら
集
め
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と

に
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
グ
ラ
フ
化

し
て
把
握
し
、
分
析
に
つ
な
げ
た
。

「
大
阪
弁
は
、
荒
っ
ぽ
く
て
速
く

て
乱
暴
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た

が
、
末
文
字
が
下
が
っ
て
い
く
の
が

多
く
て
、
滑
ら
か
で
柔
ら
か
な
感
じ

な
の
が
分
か
っ
て
き
た
」
と
菊
地
さ

ん
。菊

地
さ
ん
の
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
手
話
は
、

指
文
字
の
追
加

口
形
を
同
時
に
使
用

イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
グ
ラ
フ
の
形
を
手
話

の
動
き
に
加
え
る

動
き
の
強
さ

と
速
さ
で
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
強

い
部
分
を
表
現
す
る
と
い
う

つ
の

工
夫
が
な
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
全
く

違
う
手
話
を
作
る
の
で
は
な
く
、
公

式
ル
ー
ル
や
慣
例
に
沿
う
こ
と
に
よ

り
、
将
来
的
な
実
用
性
を
念
頭
に
置

い
て
い
る
。

研
究
を
ま
と
め
終
え
た
菊
地
さ
ん

は
、「
日
本
語
は
言
語
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
る
が
、
聾
者
の
世
界
で
は

手
話
が
言
語
。
し
か
し
、
日
本
で
は

手
話
は
言
語
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

な
い
。
北
欧
で
は
手
話
は
言
語
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
日
本
で

も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
運
動
し
た

い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

法
政
経
学
部

登
島

隆
之

（
指
導
教
員

大
矢
吉
之
）

「
堆
積
の
流
れ

と
「
荒
廃
化
」

デ
カ
ル
ト
、
ル
ソ
ー
、
ハ
イ
エ
ク
、

バ
ー
ク
の
考
察

」
「
哲
学
・
思

想
と
い
う
分
野

に
お
い
て
日
本

で
は
、
嘘
や
誤

り
が
ま
か
り

通
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ
の

よ
う
な
日
本
の
哲
学
・
思
想
分
野
に

対
し
て
、
タ
イ
ト
ル
に
あ
る

堆
積

の
流
れ

と
「
荒
廃
化
」
と
い
う
概

念
を
使
っ
て
、
西
欧
近
代
哲
学
に
対

す
る
誤
り
を
正
す
、
そ
の
一
助
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
筆
を
執
り
ま
し

た
」
と
言
う
登
島
さ
ん
。

日
本
に
お
け
る
現
状
と
、
あ
る
べ

き
方
向
性
に
つ
い
て
、
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
に
あ
る

人
の
哲
学
者
・
思
想
家

に
絞
っ
て
考
察
し
た
。

論
文
要
旨
で
、「
日
本
が
「
荒
廃
化
」

に
転
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
、
明

治
期
に
堆
積
の
流
れ
旨
と
す
る
バ
ー

ク
を
筆
頭
と
す
る
思
想
群
と
融
合
し

き
れ
ず
、「
荒
廃
化
」
を
旨
と
す
る
ル

ソ
ー
を
筆
頭
と
す
る
思
想
群
と
融
合

し
て
し
ま
う
と
い
う
失
敗
を
犯
し
た

ま
ま
現
在
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
デ
カ
ル
ト
、
ル
ソ
ー
の
思
想
を

正
確
に
解
剖
し
、
あ
ば
き
出
す
必
要

が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
と
対
峙

す
る
ハ
イ
エ
ク
、
バ
ー
ク
の
思
想
を

「
荒
廃
化
」
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
と

し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
成

分
を
明
ら
か
す
る
一
助
と
し
て
考
察

し
た
」
と
、
述
べ
て
い
る
。

「
以
前
か
ら
『
抄
録
』
を
ま
と
め

て
い
た
の
で
す
が
、
何
よ
り
も
、
圧

倒
的
に
時
間
が
足
り
ず
、

人
に
絞

り
込
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」と
い
う
。

登
島
さ
ん
は
、
今
回
の
論
文
に
つ

な
が
る
テ
ー
マ
で
、
土
光
杯
全
日
本

学
生
弁
論
大
会
で

年
連
続
本
大
会

出
場
を
果
た
し
て
お
り
、
そ
の
考
察

の
力
量
は
折
り
紙
つ
き
。

卒
業
後
は
、
大
阪
国
際
大
学
大
学

院
総
合
社
会
科
学
研
究
科
に
進
学
す
る
。

か
け
を
語
る
。

『
エ
コ
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
』
の
み
を

取
り
扱
っ
た
文
献
が
意
外
と
少
な
く

て
苦
労
し
ま
し
た
。
こ
の
拙
い
卒
業

研
究
で
も
、
何
か
を
感
じ
、
エ
コ
ロ

ジ
ー
に
興
味
を
抱
い
て
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
」
と
振
り
返
る
。

卒
業
後
は
、
介
護
会
社
に
就
職
。

「
卒
業
研
究
を
通
し
て
学
ん
だ

千

里
の
道
も
一
歩
か
ら

と
い
う
言
葉

を
胸
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

人
間
科
学
部
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

橋
本

宗
一
郎

（
指
導
教
員

佐
島

隆
）

「

の
巡
礼

者
の
研
究

巡
礼
者
の
動
機
・
心
の

動
き
を
中
心
に
し
て

」ス
ペ
イ
ン
北

西
部
の
都
市を

聖
地
と
す
る
キ

リ
ス
ト
教
の
巡
礼
ル
ー
ト

「

」
の
巡
礼

者
の
研
究
を
行
っ
た
。

ス
ペ
イ
ン
に
魅
せ
ら
れ
る
き
っ
か

け
は
、
第
二
外
国
語
で
ス
ペ
イ
ン
語

を
学
ん
だ
こ
と
。

年
次
に
ス
ペ
イ

ン
に
渡
り
、
実
際
に
こ
の
巡
礼
ル
ー

ト
を
歩
き
、
出
会
っ
た
巡
礼
者
に
聞

い
た
話
、
文
献
研
究
な
ど
か
ら
、
巡

礼
の
動
機
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
巡
礼
者
の
心
の
動
き
が
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
な
ど
を
明
ら
か
に
し

た
。
巡
礼
中
に
は
、
日
記
を
つ
け
、

内
観
的
に
自
己
の
心
の
動
き
を
記
述

し
、
そ
れ
を
資
料
と
し
て
分
析
も
し

た
。「

様
々
な
人
々
が
、
同
じ
目
的
地

に
向
か
い
、
進
ん
で
い
く
と
い
う

に
大
変
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
各
人
の
動

機
や
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

る

の
偉
大
さ

を
知
り
ま
し
た
。

毎
日
歩
き
続
け
る
こ
と
が
し
ん
ど

か
っ
た
で
す
ね
。
多
い
日
に
は

近
く
も
歩
き
ま
し
た
。

話
を
き
く
中
で
、
巡
礼
は
信
仰
や

贖

罪
の
目
的
だ
け
で
は
な
く
、
多

く
の
歴
史
・
文
化
遺
産
を
訪
れ
る
観

光
に
近
い
者
や
、
精
神
や
身
体
を
鍛

え
る
修
行
、
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
の

癒
し
な
ど
様
々
な
目
的
で
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
、
見
て
と
れ
ま
し
た
」

と
語
る
。

帰
国
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
語
技
能
検

定

級
に
も
合
格
し
て
い
る
橋
本
さ

ん
、
大
学
を
卒
業
後
は
、
ス
ペ
イ
ン

の
大
学
院
進
学
を
目
指
し
て
い
る
。

す
る
な

』『
肺
は
タ
バ
コ
が
好
か

ん

』『
あ
な
た
の
車
に
は
灰
皿
が

な
い
の
か
！？
』『
河
川
汚
染
兵
器
「

」』
の

章
か
ら
な

る
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
で
、
マ
ナ
ー
の

悪
い
部
分
や
そ
れ
に
よ
っ
て
起
こ
る

様
々
な
こ
と
を
、
演
出
に
よ
り
オ
ー

バ
ー
で
面
白
お
か
し
く
も
リ
ア
ル
で

印
象
に
残
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

人
と
も
、
映
画
づ
く
り
は
初
め

て
の
経
験
。

「
ス
ラ
イ
ム
を
肺
に
見
立
て
た
り
、

撮
影
時
の
天
候
や
時
間
帯
な
ど
を
気

に
し
つ
つ
、
風
景
や
動
物
の
シ
ー
ン

な
ど
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。
煙
草
の

煙
が
し
っ
か
り
映
る
よ
う
に
背
景
を

暗
く
す
る
な
ど
の
工
夫
も
必
要
で
、

撮
影
や
編
集
に
は
、
予
想
以
上
に
手

間
と
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

意
見
の
衝
突
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
お
陰
で
良
い
作
品
を
残
せ
た
と

い
う
達
成
感
を
得
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
改
善
す
る
点
が
あ
る

の
で
、
後
を
引
き
継
い
で
く
れ
る
後

人
間
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科

布
谷

明
美

（
指
導
教
員

谷
口
正
子
）

「
性
同
一
性
障
害

基
礎
的
・
医
学

的
追
求
と
社
会
的
法
整
備

」

こ
の
テ
ー
マ

を
選
ん
だ
理
由

を
、「

近
年
、
多

く
の
メ
デ
ィ
ア

を
通
し
て
『
性
同
一
性
障
害
』
と
い

う
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会
が
多
く
な

り
ま
し
た
が
、
同
時
に
差
別
や
偏
見

の
目
が
消
え
な
い
現
実
も
見
え
ま
す
。

私
自
身
、
差
別
や
偏
見
を
し
て
い
な

い
か
？
と
言
わ
れ
る
と

％
し

て
い
な
い
と
は
答
え
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
性
同
一
性
障

害
に
つ
い
て
知
ら
な
い
、
知
ろ
う
と

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
？
と
思
っ
た
の
で
す
。
生

物
学
的
性
別
と
心
理
学
的
性
別
の
不

一
致
は
な
ぜ
起
る
の
か
？
そ
し
て
社

会
と
性
同
一
性
障
害
の
関
わ
り
、
位

置
づ
け
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
い
、

こ
の
テ
ー
マ
を
選
び
ま
し
た
」
と
述

べ
る
布
谷
さ
ん
。

元
日
本
精
神
神
経
学
会
会
長
で
あ

り
、
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
に
携

わ
っ
た
山
内
俊
雄
教
授
の
著
書
を
主

に
参
考
す
る
と
共
に
、

年

月
ま
で
の

年
間
の

新
聞
記
事
を
収
集
し
、
様
々
な
面
に

お
い
て
時
代
と
共
に
変
化
す
る
社
会

と
の
関
わ
り
を
調
査
し
た
。
論
文
に

は
、
多
く
の
記
事
か
ら
数
件
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
卒
業
研
究
を
通
し
て
、
法
律
や

歴
史
、そ
し
て
社
会
と
の
関
わ
り（
例

え
ば
就
職
や
教
育
面
な
ど
）
に
つ
い

て
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
性
同
一

性
障
害
に
つ
い
て
少
し
は
理
解
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

当
事
者
の
気
持
ち
を

％
理
解

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
理
解
し
よ
う
と
し
た
と
い
う

こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
分
か
り
ま
し

た
。
今
後
も
性
同
一
性
障
害
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
語
る
。

輩
が
い
る
と
う
れ
し
い
で
す
」
と
述

べ
、
大
学
時
代
に
友
人
と
力
を
あ
わ

せ
て
形
あ
る
も
の
を
残
せ
た
こ
と
は
、

貴
重
な
財
産
と
な
る
に
違
い
な
い
。

左から河原林さん、尾谷さん、内田さん
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ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
あ
り
方
を
考

え
て
み
よ
う
と
す
る
者
に
、
基
礎
的

な
教
養
を
施
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
が

本
書
の
最
大
の
魅
力
だ
ろ
う
。
メ

デ
ィ
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

事
実
、
真
実
、
権
力
・
・
・
。
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な

こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
孕
む
思
想

性
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
本
書
の
前

半
部
分
は
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
際

参
照
さ
れ
る
の
は
、
国
語
辞
典
に
お

け
る
定
義
か
ら
学
術
的
研
究
に
よ
る

知
見
ま
で
多
岐
に
渡
る
が
、
著
者
は

こ
れ
ら
の
知
を
言
わ
ば
高
台
か
ら
俯

瞰
的
に
提
供
す
る
の
で
は
な
い
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
関
わ
る
様
々
な

知
の
星
を
、
ま
る
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
の
よ
う
に
読
者
に
見
上
げ
さ
せ
て

く
れ
る
の
で
あ
る
。

中
盤
に
設
け
ら
れ
た
「
記
者
規
範

を
知
る
た
め
の
寓
話
」
は
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
を
生
き
る（
或
は
、ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
を
生
き
抜
い
た
）

人
の

生
涯
が
言
わ
ば
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で

収
載
さ
れ
て
お
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
目
指
す
者

に
と
っ
て
、
人
生
設
計
を
描
く
際
の

道
標
を
示
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

「
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
の
事
実
を

考
え
る
場
合
、『
報
じ
ら
れ
た
内
容

に
つ
い
て
』、『
報
じ
る
側
の
立
場
に

つ
い
て
』、『
報
じ
ら
れ
る
側
の
受
け

取
り
方
に
つ
い
て
』、
こ
の
三
つ
の

大阪国際大学人間科学部
心理コミュニケーション学科教授

長澤 彰彦（著）

BOOK

視
点
か
ら
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」。
そ
う
、
著
者
は
冒
頭
で
述
べ

て
い
る
。
と
り
わ
け
そ
れ
ら
三
つ
の

う
ち
、
ニ
ュ
ー
ス
の
受
け
取
り
手
で

あ
る
「
報
じ
ら
れ
る
側
」
が

「

（
牧
羊
犬
）」
と
し
て

の
ま
な
ざ
し
を
も
っ
と
磨
く
こ
と
。

こ
れ
が
肝
要
で
あ
り
、
そ
れ
な
く
し

て
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
あ
る
べ

き
姿
に
到
達
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
、
と
い
う
の
が
本
書
の
基
底
に

横
た
わ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
実
際
の
と
こ
ろ
本
書
の
後
半

部
分
で
は
、
情
報
の
受
け
取
り
手
が

抱
え
う
る
「
リ
ス
ク
」
を
「
最
小
限

に
留
め
る
能
力
」
と
し
て
メ
デ
ィ

ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

最
後
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
点

が
海
外
の
事
例
と
と
も
に
比
較
検
討

さ
れ
て
い
る
。

「
受
け
取
り
手
」
の
ま
な
ざ
し
を

ど
う
磨
く
か
。
当
然
こ
の
問
題
は
、

翻
っ
て
「
報
じ
る
側
」
に
も
突
き
つ

け
ら
れ
る
。
両
者
の
そ
ん
な
関
係
性

も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
冊
で
あ
る
。

（
評
者

大
阪
国
際
大
学

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

講
師

中
村
浩
子
）
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・
・
・

・
・
・
・

・
・・

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・

・・・・・・・・

・
・

・
・
・
・
・
・ ・・・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・

・
・
・
・

『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
基
礎
知
識
』

（
シ
ャ
ッ
フ
ル
・
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン年）

円

税

新
刊

国
際
大
・
短
大

『
社
会
病
理
の
リ
ア
リ
テ
ィ
』
心
理
コ

ミ
元
教
授

故
山
元
公
平

共
編
著

学

文
社

円

『
宗
教
を
理
解
す
る
こ
と
』
経
情
教
授

三
木

英

共
著

創
元
社

円

『
ジ
ー
ニ
ア
ス
英
和
辞
典

第

版
』

経
情
教
授

畠
山
利
一

編
集
委
員

大

修
館
書
店

円

『
心
理
査
定
実
践
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
心

理
コ
ミ
講
師

青
野
明
子

共
著

創
元

社

円

『
経
営
情
報
論
』
人
健
教
授

福
田
真

規
夫

共
著

日
科
技
連

円

大
学
・
短
大

軟
式
野
球
部

・

第

回
西
日
本
大
学
選
手
権
大

会

ベ
ス
ト

阿
川
健
史
（
経
情

）

敢
闘
賞
受
賞

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

・

第

回

関
西
学
生

オ
ー
ル
ス

タ
ー
選
出

小
寺
一
樹
（
法
政
経

）

ラ
グ
ビ
ー
部

・

リ
ー
グ

勝

敗

位

・

リ
ー
グ
ベ
ス
ト

選
出

山

中
裕
貴
（
人
健

）

ス
キ
ー
部

・

国
体
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技

山
下
恭
平
（
人
健

）

今
川
恵
里
加
（
心

コ
ミ

）

（
敬
称
略
）

ク
ラ
ブ
活
動

ク
ラ
ブ
活
動

（
別
途
記
事
掲
載
は
省
略
）

陸
上
競
技
部

・

大
阪
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン

北

村
あ
や
の
（
人
健

）
完
走

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

関
西
大
学
男
女
選
手
権

ベ
ス

ト
滝
井
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

平
成

年
度
近
畿
私
学
大
会

優
勝

・

平
成

年
度
全
国
私
学
大
会

準
優
勝

吹
奏
楽
部

・

第

回
大
阪
府
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

重
奏
銀

賞

吉
田
亜
衣
（

）

新
山

舞
（

）

山
本

雅
（
同
）

小
貫
麻
衣
（

）

・

守
口
市
民
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
・

第

回
ハ
ロ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

出
演

・

第

回
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ン
ド
コ
ン

サ
ー
ト

大
和
田
高
校

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

・

府
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

高
校
の
部
サ
ッ
ク
ス

重
奏

金
賞

前
原
由
麻
（

）

成
尾
康
洋
（

）

森
實
美
彩
希
（
同
）

辻

英
弥
（
中

）

大
和
田
中
学

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

北
河
内
新
人
大
会
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト

優
勝

・

大
阪
中
学
新
人
大
会

位

美
術
部

・

全
大
阪
幼
少
年
美
術
展
で
北
野
未
知

佳
さ
ん
（

）
入
選

課
外
活
動
奨
励
者
表
彰

大学・短大

（
敬
称
略
）

大
学
・
短
大

平
成

年
度
後
期

【
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
】

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
〔
北
山
川
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
大
会
準
優
勝
・
日
本
リ

バ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー
選
手
権
大
会

位
・

長
良
川
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
選
手
権

大
会

位
、
枚
方
市
「
天
の
川
大
清
掃
」

に

年
連
続
で
参
加
し
、
唯
一
ボ
ー
ト

で
水
中
を
清
掃
﹈

上
田

啓
（
経
情

）〔

年
度
大
阪
学
生
選
手

権
大
会
水
泳
男
子

平
泳
ぎ

位
、
同

平
泳
ぎ

位
〕

江

田
皓
哉
（
法
政
経

）〔
第

回
全
日

本
ア
マ
チ
ュ
ア
修
斗
選
手
権
大
会
フ
ェ

ザ
ー
級
優
勝
〕

登
島
隆
之（
同

）〔
産

経
新
聞
・
月
刊
「
正
論
」
主
催
「
日
本

を
考
え
る
一
億
人
へ
の
提
言
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
一
環
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ザ

私
の
正
論
」
佳
作
、
第

回
土
光
杯

全
日
本
学
生
弁
論
大
会
「
日
本
に
あ
る

も
の
な
い
も
の
」
論
文
審
査
の
結
果
出

場
者
に
選
ば
れ
東
京
サ
ン
ケ
イ
ビ
ル
・

サ
ン
ケ
イ
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
に
て
弁
論
〕

【
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
】

女
子
ラ
ク
ロ
ス
部
〔
第

回
関
西
学
生

ラ
ク
ロ
ス
リ
ー
グ
戦

部

位
と
な
り

全
日
本
選
手
権
大
会
に
出
場
〕

女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
〔
平
成

年
度
大
阪

府
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女
選
手
権
大

会
優
勝
〕

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
〔
第

回
西
日
本
大
学
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会

位
、
第

回
秋
季
関
西
学
生

部
リ
ー
グ
戦

位
、
第

回
関
西
学
生

新
人
戦
優
勝
〕

永
田

僚
（
人
健

）

〔

年
度
少
林
寺
拳
法
関
西
学

生
新
人
大
会
及
び
第

回
少
林
寺
拳
法

全
日
本
学
生
大
会
『
単
独
演
武
男
子
段

外
の
部
』
最
優
秀
賞
（

位
）〕

伊

藤

優
（
ス
ポ
行

）〔
陸
上
競
技
（
走

部
リ
ー
グ
戦
ブ
ロ
ッ
ク
賞
〕

岡
本

由
香
（
同

）〔
第

回
秋
季
関
西
学

生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
リ
ー
グ
戦
首
位

打
者
賞
、
第

回
国
民
体
育
大
会
大
阪

府
代
表
選
手
と
し
て
出
場
〕

清
水
麻

紀
（
同

）〔
第

回
国
民
体
育
大
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
大
阪
府
代
表
選
手

と
し
て
出
場
〕

中
里
見
友
紀
子
（
同

）〔
第

回
国
民
体
育
大
会
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
競
技
大
阪
府
代
表
選
手
と
し
て

出
場
〕

中
田

望
（
短
大
幼
保

）

〔

年
度
少
林
寺
拳
法
関
西
学

生
新
人
大
会
『
単
独
演
武
女
子
段
外
の

部
』
優
良
賞
（

位
）〕

瀬
口
志
保
（
短

大
国
文

）〔
第

回
国
民
体
育
大
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
大
阪
府
代
表
選
手

と
し
て
出
場
〕

幼
児
保
育
学
科
声
楽

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
（
さ
ん
ぽ
組
）〔
第

回
大
阪
ヴ
ォ
ー
カ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ

ン
テ
ス
ト
一
般
部
門
邦
人
曲
の
部
門
銅

賞
〕

高
跳
）
関
西
学
生
学
年
別
（

、

年

の
部
）
選
手
権
大
会

位
、
近
畿
選
手

権
大
会

位
、
和
歌
山
県
選
手
権
大
会

位
〕

川
西
亜
季
（
同

）〔
陸
上

競
技
（

・

走
）
関

西
学
生
学
年
別
（

、

年
の
部
）
選

手
権
大
会

位
、
近
畿
選
手
権
大
会

位
〕

鈴
木
麻
友
（
同

）〔
陸
上
競

技
（

・

走
）
関

西
学
生
学
年
別
（

、

年
の
部
）
選

手
権
大
会

位
〕

舟
木
千
恵
（
同

）

〔
第

回
世
界
女
子
大
学
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
女
子
大
学
日
本
代
表
選

手
と
し
て
出
場
、
第

回
春
季
・
秋
季

関
西
学
生

部
リ
ー
グ
戦
ベ
ス
ト
プ

レ
ー
賞
、
第

回
国
民
体
育
大
会
大
阪

府
代
表
選
手
と
し
て
出
場
〕

大
垣
あ

す
か
（
同

）〔

年
女
子

ラ
ク
ロ
ス
日
本
代
表
選
手
に
選
出
さ

れ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
遠
征
に
参
加
〕

木
村
雅
世
（
同

）〔
平
成

年
度
関

西
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
女
子
秋
季

男
女
共
学
に
な
っ
て

年
目
を
迎

え
た
大
和
田
高
校
。
こ
の
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
も
男
子
に
人
気
の
ク
ラ
ブ
で
、

男
子

人
、
女
子

人
が
、
元
気
に

声
を
出
し
な
が
ら
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。

「
み
ん
な
仲
が
よ
く
、
技
術
面
の

研
究
に
も
熱
心
で
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

が
大
好
き
な
生
徒
た
ち
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
練
習
は
平
日
の
放
課
後
と

土
日
の
朝
か
ら
、
試
合
前
は
、
平
日

も
朝
練
を
し
ま
す
。
特
に
男
子
の
練

習
量
は
、
他
の
学
校
に
負
け
な
い
自

信
が
あ
り
ま
す
」
と
、
戸
谷
早
苗
顧

問
。こ

の

月
に
は
、
春
季
大
会
の
団

体
戦
で
、
男
女
そ
ろ
っ
て
リ
ー
グ

位
と
な
り
波
に
乗
っ
て
い
る
様
子
。

「
男
子
は
、
ク
ラ
ブ
発
足

年
目

で
大
阪
ベ
ス
ト

入
り
し
、
こ
れ
か

ら
も
っ
と
期
待
で
き
そ
う
で
す
。
ま

た
、
女
子
は
過
去
に
近
畿
大
会
出
場

ク
ラ
ブ
活
動

ク
ラ
ブ
活
動訪

問
訪
問

試
合
を
控
え
、
練
習
に
も
力
が
入
る
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部

回
の
歴
史
が
あ
り
、

人

人
が

ク
ラ
ブ
員
で
あ
る
と
い
う
誇
り
を

持
っ
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
で
、
卒

業
後
も
先
輩
た
ち
が
、
試
合
や
練
習

を
見
に
来
て
く
れ
る
の
も
、
ク
ラ
ブ

男
女
仲
良
く
リ
ー
グ

位

部
員

人

誇
り
持
ち
練
習
に
励
む

ソソソソソソ
フフフフフフ
トトトトトト
テテテテテテ
ニニニニニニ
スススススス
部部部部部部

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

大大大大大大
阪阪阪阪阪阪
国国国国国国
際際際際際際
大大大大大大
和和和和和和
田田田田田田
高高高高高高
校校校校校校

大
阪
国
際
大
和
田
高
校

春季大会
団 体 戦

に
対
す
る
誇
り
の
表
れ
で
し
ょ
う
。

進
学
校
と
し
て
の
実
績
を
築
い
て

き
た
大
和
田
高
校
で
は
、
ク
ラ
ブ
活

動
も
「
文
武
両
道
」
が
モ
ッ
ト
ー
。

「
メ
ン
タ
ル
面
が
大
き
な
ス
ポ
ー

ツ
だ
け
に
、
自
己
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

き
可
能
性
へ
の
挑
戦
を
』
を
胸
に
、

近
畿
大
会
出
場
を
め
ざ
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ト
で
活
き
活

き
と
ボ
ー
ル
を
追
う
生
徒
た
ち
を
、

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
」

が
試
合
の
時
と
て
も
大
切
で
す
」
と

戸
谷
顧
問
は
話
し
、
リ
ー
ド
さ
れ
て

も
気
持
ち
を
す
ぐ
に
切
り
替
え
、
本

番
で
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
は
、
試
合
だ

け
で
な
く
、
受
験
な
ど
将
来
に
も
必

ず
役
に
立
つ
と
か
。

「
男
子
は
『
絆
を
深
め
、
勝
利
の

歴
史
を
』
を
、
女
子
は
『
人
格
を
磨

好
評
だ
っ
た
「
ラ
グ
ビ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

人
工
芝
・
施
設
ア
ピ
ー
ル

私
の
大
学
時
代
の
先
輩
が
、
ラ
グ

ビ
ー
普
及
の
た
め
の
特
定
非
営
利
活

動
法
人
「
大
阪
ラ
グ
ビ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
、
人
工
芝
を

所
有
し
て
い
る
本
学
に
普
及
活
動
の

開
催
場
所
と
し
て
の
依
頼
が
あ
っ
た

た
め
、
本
学
で
日
程
調
整
及
び
ラ
グ

ビ
ー
教
室
の
内
容
を
企
画
し
ま
し
た
。

当
日
は
最
高
気
温

度
と

月
上

旬
と
は
思
え
な
い
初
夏
の
陽
気
、
熱

中
症
に
か
か
ら
な
い
か
と
心
配
し
た

「ラグビークリニック」で、ハツラツプレー

役
と
し
て

人
付
け
、
チ
ー
ム
対
抗

に
よ
る
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
ゲ
ー
ム
や
棒

引
き
な
ら
ぬ
タ
ッ
ク
ル
バ
ッ
ク
引
き

な
ど
で
、、
ラ
グ
ビ
ー
を
楽
し
ん
で

も
ら
い
ま
し
た
。

年
生
の
ラ
グ
ビ
ー
技
術
が
想
像

し
て
い
た
よ
り
高
か
っ
た
こ
と
に
は

驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
部
員
達
も
楽

し
み
な
が
ら
子
供
達
と
ふ
れ
あ
う
こ

と
に
よ
り
、
ラ
グ
ビ
ー
の
基
本
を
見

直
す
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。

日
本
の
ラ
グ
ビ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

ど
う
し
て
も
土
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

う
た
め
、痛
く
て
、土
ま
み
れ
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
な
り
が
ち
で
す

が
、
人
工
芝
で
行
う
こ
と
で
、
倒
れ

て
も
痛
く
な
く
、
み
ん
な
普
段
よ
り

も
楽
し
そ
う
に
思
い
切
っ
た
プ
レ
ー

を
し
て
い
ま
し
た
。
指
導
者
や
応
援

に
来
て
い
る
保
護
者
に
と
っ
て
も
、

人
工
芝
と
い
う
軟
ら
か
い
絨
毯
の
う

え
で
行
う
た
め
、
怪
我
の
心
配
が
少

な
く
て
す
む
こ
と
が
一
番
う
れ
し

か
っ
た
よ
う
で
し
た
。

今
回
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
天
候
に

恵
ま
れ
、
大
き
な
怪
我
も
な
く
無
事

終
了
。
ス
ク
ー
ル
生
の
み
な
ら
ず
、

指
導
者
や
保
護
者
の
方
に
本
学
の
素

晴
ら
し
い
施
設
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
が
出
来
、
大
変
有
意
義
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
第

回
、
第

回
と
回
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
大
阪
国
際
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部

監
督

馬
場

満
）

初
の
全
日
本
選
手
権
で

強
豪
相
手
に
惜
く
も
涙

大
学
・
短
大
女
子
ラ
ク
ロ
ス

「
全
日
本
選
手
権
大
会
出
場
」
を

目
標
に
掲
げ
厳
し
い
練
習
を
続
け
て

き
た
大
学
・
短
大
の
女
子
ラ
ク
ロ
ス

部
が
、
悲
願
の
全
日
本
出
場
を
果
た

し
た
。

昨
年

月

日
、
関
西
学
生
ラ
ク

ロ
ス
リ
ー
グ
戦
で
、
初
の
フ
ァ
イ
ナ

盤
、
残
り

分
で
同
点
の
ゴ
ー
ル
。

さ
ら
に
ラ
ス
ト

秒
で
逆
転
の
ゴ
ー

ル
を
決
め
た
。

で
勝
利
を
手

に
し
た
瞬
間
、
部
員
た
ち
は
、
涙
な

み
だ
で
抱
き
合
い
、
会
場
は
興
奮
の

渦
に
包
ま
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
創
部
以
来
初
め
て

の
全
日
本
選
手
権
出
場
の
切
符
を
手

に
し
た
。

全
日
本
選
手
権
は
、

月

日
、

舞
洲
運
動
広
場
球
技
場
で
行
わ
れ
た
。

本
学
は
、
社
会
人

位
の

と
対
戦
。
結
果
は
、

で
敗
退
と
な
っ
た
が
、
強
豪
相
手

に
攻
防
を
繰
り
返
し
健
闘
し
た
。

前進だ と、気合いを入れる部員たち

ぐ
ら
い
で
し
た
。
大
阪
か
ら

チ
ー

ム
、京
都
か
ら

チ
ー
ム
、計

チ
ー

ム
の
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
の
小
学

年
生

人
が
参
加
。
ラ
グ
ビ
ー

教
室
を
行
っ
た
後
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

形
式
で
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
教
室
で
は
、
各
チ
ー
ム

に
本
学
の
部
員
を
指
導
、
サ
ポ
ー
ト

ル

出
場
を
果
た
し
た
。
こ
れ
で
関

西
学
院
大
学
を
倒
し
て

部
リ
ー
グ

位
と
な
れ
ば
、
全
日
本
出
場
が
決

ま
る
と
い
う
試
合
で
、
本
学
は
底
力

を
発
揮
。

点
差
で
関
学
を
追
う
終
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資
格
取
得
者
（
敬
称
略
）

平
成

年
度
後
期

（

は
表
彰
対
象
資
格
）

国
際
大

点
以
上

（

含
む
）
国
コ
ミ

木
村
文
香

同

点
以
上
（

含

む
）
経
情
修

董

恩
慶

経
情

新
宅
翔
悟

法
政
経

多
田
茉
里

国
コ
ミ

上
林
み
わ

南

正
人

山
下
大
輔

同

中
松

愛

牧
野

絵
美
子

井
上
智
也

人
健

米
田

朋
也日

商
簿
記
検
定

級

国
コ
ミ

長
島
茂
幸

同

級

心
コ
ミ

岡
久
加
奈

英
検

級

国
コ
ミ

木
村
文

香

同

伊
勢
谷
侑
加

井
上
友
里

同

奥
本
満
智
子

戸
田
恵
美

人
健

南
木
歩
夢

ス
ペ
イ
ン
語
技
能
検
定

級

国
コ
ミ

橋
本
宗
一
郎

国
際
連
合
公
用
語
英
語
検
定

級

国
コ
ミ

青
砥
茉
由

（
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
テ
ス
ト
）

国
コ
ミ

木
村
文
香

秘
書
技
能
検
定
準

級

国
コ

ミ

松
田
千
絵

同

級

国
コ
ミ

猪
瀬
愛
美

栗
田
真
以

柴
田
亜
耶

同

牧
野

絵
美
子

心
コ
ミ

橋

麻
未

人

健

大
島
さ
は
ら

ス
ポ
行

羽
岡

朋
代販

売
士
検
定

級

経
情

伴

野
智
洋

東
島
葉
子

中
西
亜
紀
子

斧
渕
克
也

大
倉
猛
史

柴
田
里
香

清
水
孝
次

辻
本
育
弘

同

岩
本

浩
司

北
川
博
明

小
迎
隆
勝

同

有
瀧

希

藤
元
友
貴

布

竜
文

水
戸
勇
佑

村
上
数
磨

同

級

心
コ
ミ

小
野
彰
浩

河

崎
彰
子日本

語
能
力
検
定

級

国
コ

ミ

頼

同

王

栄

滕

云

人
健

劉

顕
華

経
情

荘

翊
偵

解

丹

于

爽

法
政
経

李

丹
卓

中
国
語
検
定

級

国
コ
ミ

大
湾
し
の
ぶ

経
情

安
東
英
路

宅
地
建
物
取
引
主
任
者

法
政

経

柊
迫
真
澄

総
合
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

国
コ
ミ

澤
井
伸
行

国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

国
コ
ミ

重
森

綾

松
田
千
絵

同

古
川
龍
太

経
情

西
村
有
記

初
級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス

ト
レ
ー
タ
試
験

心
コ
ミ

谷
口

明
日
香

経
情

小
濱
孝
輔

村
田

安
寛

経
情

長
岡
勇
希

日
本
証
券
業
協
会
二
種
証
券

外
務
員
資
格
試
験

心
コ
ミ

畑

中
孝
公

日
商

検
定

文
書
作
成

級

心
コ
ミ

荒
田

恵

経
情

宮
野
智
暢

同
経
情

宮
野
智
暢

同

経
情

西
村
政
輝

同

法
政
経

荒
美

優

パ
ソ
コ
ン
検
定
準

級

経
情

上
柴

了

長
岡
勇
希

西
村

政
輝同

級

経
情

庄
司
雄
紀

同

加
門
優
也

岸

大
典

竹
内
一

良
数
検
準

級

経
情

岸

大

典

短
大

英
検
準

級

家
政

西
田
果

苗

国
文

中
野
明
美

同

酒
本

真
希漢

検

級

家
政

西
野
志
織

国
文

大
野
早
百
合

中
越
智
香

谷
本

幸

日
本
語
文
書
処
理
技
能
検
定

級

国
文

長
西
真
利

秘
書
技
能
検
定
準

級

家
政

廳

美
由
紀

同

級

家
政

岡
本

望

谷

直
美

友
田

好

林

久
美
子

同

上
村
美
由
紀

杉
下
歌
奈
子

久

留
由
貴

馬
谷
佳
美

国
文

奥
山

真
衣

垣
本
い
く
み

津
波
愛
里

同

松
井
美
樹

池
田
繭
光

販
売
士
検
定

級

家
政

大

路
紗
也
香

同

級

家
政

角
田
真
理
子

同

馬
谷
佳
美

大
路
紗
也
香

河

端
智
美

北
落
友
香
理

朽
木
あ
い

谷

彩
華

廳

美
由
紀

中
野
正
峰

西
田
果
苗

松
本
侑
香
里

丸
井
登

紀
子

中
田
佳
澄

久
留
由
貴

土
橋

深
恵

国
文

木
村
友
香
理

眞
下

和
佳
奈

松
井
美
樹

田
村
矩
子

日
商
簿
記
検
定

級

国
文

今
谷
久
美
子

同

級

国
文

山
本
侑
加

日
商

検
定

文
書
作
成

級

国
文

大
野
早
百
合

同

山
藤
紗
千

同

級

家
政

北
落
友
香
理

小
杉
梨
絵

谷

彩
華

藤
田

唯

藤
田
由
美

国
文

岡
野
誠
子

同

松
井
美
樹

ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー

家
政

谷

直
美

福
田
瑠
衣

酒
井
理
恵

佐
竹

央
恵基

本
情
報
技
術
者
試
験

国
文

八
木
久
美
子

初
級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス

ト
レ
ー
タ
試
験

国
文

今
谷
久

美
子

八
木
久
美
子

ヤ
マ
ハ
音
楽
能
力
検
定
試
験

指
導
グ
レ
ー
ド

級

幼
保

島
由
美カワ

イ
グ
レ
ー
ド

級

幼
保

長
尾
知
那
美

藤
沢
美
穂

訪
問
介
護
員

級

家
政

馬
谷
佳
美

小
川
佳
美

表

友
希

草
川
絵
美
子

墨
川
喜
子

園

山
梨
紗

辻

静
香

中
野
正
峰

成

田
麻
香

花
本

愛

濱
田
志
穂

林

千
聖

久
留
由
貴

藤
並

睦

松
田

有
加

宮
本
知
枝

山
尾
友
乃

滝
井
高
校

漢
検

級

年
吉
岡
朋
美

鈴
木

絵
里
加

中
村
朋
美

年

中
鶴
穂

波

増
田
瑞
希

同
準

級

年
覺
野
由
梨

篠
田

有
沙

田
中
美
沙
斗

辻
本
麻
矢

岩

田

渚

松
山
綾
乃

大
前
綾
子

飯

田
あ
ゆ
み

金
井
麻
美

年

寺
本

美
保

日

由
梨

宮
崎
由
佳

小
寺

智
恵
美

立
岡
芽
実

本
庄
美
香

武

智
夏
輝

中
野
真
梨
子

中
浜
由
佳
里

藤
根
由
紀
子

駒
井
千
枝

林

奈

緒
美

吉
田
友
佳

年

岡
澤
果
苗

鷹
野
綾
子

日
平

礼

川
崎
由
貴

佐
藤
久
美

中
道
真
智
子

宮
原
さ

や
か

森

華
南
子

大
塚
夕
季
絵

前
田
千
絵

峰
村
紗
季

英
検

級

年
今
田
有
美

中
井

美
那

西
村
茉
央

廣
山
真
優

堀
井

明
子

西
本
千
明

年

奥
井
美
咲

上
舎
希
望

松
本
明
莉

大
和
田
高
校

英
検
準

級

年

脇
田
さ
や
か

久
保
絢
佳

夏
山
佳
子

同

級

年

小
川
浩
矢

高
沖

隼

八
尾
圭
峻

島
田
亜
依

濱
田
美

沙

松
本
朋
子

南
田
真
里

山
田
航

大

藤
江
真
弓

三
嶋
し
い
な

年

杉
田

亮

岡

駿
洋

脇
坂
美
緒

木
村
洋
平

久
保
田
晃
平

坂
本
詩

歩

中
谷
真
奈
美

堤

優
香

年

竹
本
麻
亜
子

山
口

司

森
島
康

順

大
和
田
中
学

英
検
準

級

年

吉
村
淳
平

宮
崎
友
梨

安
保
陽
佳

岡
田
晏
見

中
村
貴
紀

年

野
口
智
央

木
下

璃
子

幼
稚
園
絵
画
表
彰
（
敬
称
略
）

第

回
大
阪
府

歯
の
保
健

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

大
阪
府
知
事
賞

ゆ
り
組

瀬
野
裕
也

入
選

た
ん
ぽ
ぽ
組

金

洋
生

長
尾
桃
香

穂
園
直
紀

野
村
悠
帆

す
み
れ
組

中
村
純
美
礼

山
口
紗
依

ゆ
り
組

野
崎
大
地

第

回
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

夢
い
っ
ぱ
い
い
つ
で
も
い
っ
し
ょ

京
阪
電
車

優
秀
賞

ゆ
り
組

野

崎
大
地

入
選

す
み
れ
組

上
村
美

音

佳
作

ひ
ま
わ
り
組

藤
谷
桃
菜

第

回
全
国
教
育
美
術
展

入
選

あ
や
め
組

大
南
夢
香

ゆ
り

組

穂
園
智
子

尾
崎

礁

竹
中

翔

す
み
れ
組

中
村
純
美
礼

上
村

美
音

住
野

光

佳
作

ゆ
り
組

野
崎
大
地

西

悠
里

中
林
さ
く
ら

田
村
紗
也
翔

清
水
悠
登

岡
本

舞

す
み
れ
組

車
谷
優
斗

熊
代
健

滝
井
高

滝
井
高

進
路
実
績
右
肩
上
が
り
に

進
路
実
績
右
肩
上
が
り
に

昨
年
を
も
大
き
く
上
回
る

大
学
合
格
者

特
別
講
習
の
成
果
実
る

本
年
度
の
進
路
実
績
は
、

年
制

大
学

人
、
短
期
大
学

人
、
看
護

医
療
系
専
門
学
校

人
、
専
門
学
校

（
看
護
医
療
系
を
除
く
）

人
、
就

職

人
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

特
に
大
学
で
は
国
公
立
大
学
（
筑

波
・
広
島
・
富
山
・
高
知
）
に

人
、

関
関
同
立
・
産
近
甲
龍
に

人
の
合

格
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
、
昨
年
、

一
昨
年
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
関
関
同
立
は

人
の
合
格

者
と
当
初
目
標
を
下
回
っ
た
こ
と
は

残
念
で
あ
る
。

進
学
先
の
学
部
学
科
は
語
学
系
、

経
済
経
営
系
が
中
心
で
あ
る
。

短
期
大
学
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
推
薦

試
験
で
合
格
を
得
て
い
る
。
ま
た
、

内
部
進
学
も
大
阪
国
際
大
学
に

人
、

同
大
短
期
大
学
部

人
の
合
計

人

と
な
っ
た
。

特
に
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
の

学
部

に
は

人
と
例
年
を
大
き
く
上
回
る

実
績
を
残
し
て
い
る
。
た
だ
、
看
護

専
門
学
校
は

人
と
昨
年
の
実
績
を

人

江
本
裕
輝

毛
利
駿
介

井
上
和

希

上
野
結
衣

第

回

全
大
阪
幼
少
年
美
術
展

奨
励
賞

大
和
田
幼
稚
園

入
選

ゆ

り
組

秋
岡
優
吾

小
越
由
唯

瀬
野

裕
也

寺
西
修
生

す
み
れ
組

毛
利

駿
介

写
真

ひ
ま
わ
り
組

金
子
誠

弥

徳
田
基
希

佳
作

ゆ
り
組

野

崎
大
地

羽
生
亮
輔

あ
や
め

組

武
田

優
斗

努

力
賞

ゆ

り
組

清

水
悠
登

中
村
駿
太

古
井
俊

輔

あ
や
め
組

新

智
貴

岸
本
潤

一

西

健
斗

桝
田
愛
梨

松
永
侑

樹

す
み
れ
組

車
谷
優
斗

石
丸

澄

嶋
田
真
也

中
村

航

中
西
琴

音

上
回
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

推
薦
試
験
で
の
合
格
者
増
や
看
護
系

大
学
へ
の
合
格
者
な
ど
質
的
な
変
化

が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
希
望
者
の

ほ
ぼ
全
員
が
合
格
実
績
を
得
て
い
る
。

就
職
は
求
人
数
が
以
前
に
比
べ
増

加
し
て
い
る
が
、
生
徒
の
希
望
と
合

う
も
の
は
比
較
的
少
な
い
傾
向
が
見

ら
れ
る
。

本
年
度
か
ら
は
、
学
力
向
上
と
進

路
実
績
確
保
の
た
め
、
特
進
・
看
護

進
学
コ
ー
ス
・
国
際
科
の

年
生
を

対
象
に
し
た
特
別
講
習
（

・

時

限
目
）
を
実
施
す
る
な
ど
新
し
い
取

り
組
み
を
開
始
し
た
。

今
後
は
、
特
別
講
習
と
長
期
休
暇

の
講
習
会
や
学
習
合
宿
な
ど
を
有
機

的
に
組
み
合
わ
せ
て
よ
り
効
果
的
な

学
習
・
受
験
指
導
を
確
立
し
て
、
生

徒
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
進

路
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

（
大
阪
国
際
滝
井
高
校

進
路
主
任

藤
本

雅
巳
）

DDDDDDDDD バババババババババススススススススス 人人人人人人人人人気気気気気気気気気上上上上上上上上上々々々々々々々々々D バス 人気上々
ユニークな車体、デザインで街並をさっそうと走る

大和田幼稚園 お迎えが楽しみ大和田幼稚園 お迎えが楽しみ

蒸
気
機
関
車
『

』
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
大
和
田
幼
稚
園
の
送
迎
バ
ス
が
、

月
か
ら
運
行
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い

る
。

幼
稚
園
生
活
の
楽
し
さ

を
表

す
赤
色
と
青
色
、
未
来
へ
羽
ば
た
く

明
る
さ

を
表
す
黄
色
、

力
強
さ

を
表
す
黒
色
が
配
さ
れ
た
鮮
や
か
な
色

調
と
ユ
ニ
ー
ク
な
車
体
デ
ザ
イ
ン
で
、

地
域
を
走
る
姿
は
、
ひ
と
き
わ
目
を
ひ

き
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
か
ら
は
、「
バ

ス
が
お
迎
え
に
来
る
の
が
楽
し
み
！
」

「
近
所
の
人
も
見
に
来
る
ん
で
す
よ
」

「
運
転
手
さ
ん
の
制
服
も
か
っ
こ
い
い

で
す
ね
」
な
ど
、
評
判
は
上
々
。

街
並
を
さ
っ
そ
う
と
走
る
幼
稚
園
バ

ス
。
今
後
の
活
躍
に
乞
う
、
ご
期
待

国
公
立
大
に

人
合
格

関
関
同
立

人

理
系
の
躍
進
顕
著
に

大和田高い
よ
い
よ
大
学
全
入
時
代
の
到
来

が
巷
の
話
題
に
の
ぼ
る
よ
う
に
な
っ

た
今
年
の

年
度
入
試
は
、
関
西
大

学
の

万
人
入
試
な
ど
人
気
校
に
受

験
生
が
殺
到
す
る
結
果
と
な
り
、

「
行
け
る
大
学
」
よ
り
「
行
き
た
い

大
学
」
へ
と
い
う
志
向
が
い
よ
い
よ

は
っ
き
り
し
て
き
た
。

従
っ
て
、
有
名
国
公
立
大
学
や
難

関
私
立
大
学
の
難
易
度
は
簡
単
に
は

下
が
り
そ
う
に
な
い
気
配
で
あ
る
。

そ
ん
な
中
、
本
校
の
今
年
の
結
果

は
、
国
公
立
大
学
の

人
を
は
じ
め
、

関
関
同
立
の
合
格
数
は

（
関

西
大

、
関
西
学
院
大

、
同

志
社
大

、
立
命
館
大

）、
産
近

甲
龍
の
合
格
数
は

（
京
都
産
業
大

、
近
大

、
甲
南
大

、
龍
谷
大

）
で
あ
っ
た
。

関
東
で
は
早
稲
田
大
学
、
明
治
大

学
の
合
格
が
あ
り
、
薬
学
部
の
合
格

数
も

桁
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
何
と
言
っ
て
も
今
年
の

収
穫
は
、
大
阪
市
立
大
学
工
学
部

人
合
格
を
筆
頭
に
、
理
系
生
徒
の
躍

進
で
あ
ろ
う
。
ま
だ
ま
だ
数
は
少
な

い
な
が
ら
、
男
子
生
徒
も
含
め
殆
ど

が
国
公
立
ま
た
は
関
関
同
立
へ
進
学

し
た
。

こ
れ
は
来
年
度
卒
業
予
定
の
理
数

コ
ー
ス

期
生
に
と
っ
て
も
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。
来
年
は
国
公
立

志
望
の
生
徒
、
理
系
志
望
の
生
徒
と

も
に
飛
躍
的
に
増
え
る
年
な
の
で
、

私
立
文
系
の
大
和
田
高
校
と
い
う
今

ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
の
脱
却
を
図

り
た
い
。

な
お
、
大
阪
国
際
大
学
に
は

人
、

短
期
大
学
部
に
は

人
が
進
学
し
た
。

（
大
阪
国
際
大
和
田
高
校

進
路
部
主
任

佐
々
木

律
子
）

が
ん
ば
り
ま
し
た
ネ

が
ん
ば
り
ま
し
た
ネ

滝井高校 平成 年度卒業生 進路状況

大和田高校 平成 年度卒業生 進路状況

平成 年度

進路先 英数 比率 国数 比率 計 比率

大学（国公立）

大学（私立）

（内数）併設大学 （ ）（ ）

短大

（内数）併設短大 （ ）（ ）

高等看護

その他の専門学校

就職

その他

計

在籍

平成 年度

進路先 計 比率

大学（国公立）

大学（私立）

（内数）併設大学 （ ） （ ）

短大

（内数）併設短大 （ ） （ ）

看護・医療技術専門学校

その他の専門学校

就職

その他

計

在籍
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資
格
取
得
者
（
敬
称
略
）

平
成

年
度
後
期

（

は
表
彰
対
象
資
格
）

国
際
大

点
以
上

（

含
む
）
国
コ
ミ

木
村
文
香

同

点
以
上
（

含

む
）
経
情
修

董

恩
慶

経
情

新
宅
翔
悟

法
政
経

多
田
茉
里

国
コ
ミ

上
林
み
わ

南

正
人

山
下
大
輔

同

中
松

愛

牧
野

絵
美
子

井
上
智
也

人
健

米
田

朋
也日

商
簿
記
検
定

級

国
コ
ミ

長
島
茂
幸

同

級

心
コ
ミ

岡
久
加
奈

英
検

級

国
コ
ミ

木
村
文

香

同

伊
勢
谷
侑
加

井
上
友
里

同

奥
本
満
智
子

戸
田
恵
美

人
健

南
木
歩
夢

ス
ペ
イ
ン
語
技
能
検
定

級

国
コ
ミ

橋
本
宗
一
郎

国
際
連
合
公
用
語
英
語
検
定

級

国
コ
ミ

青
砥
茉
由

（
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
テ
ス
ト
）

国
コ
ミ

木
村
文
香

秘
書
技
能
検
定
準

級

国
コ

ミ

松
田
千
絵

同

級

国
コ
ミ

猪
瀬
愛
美

栗
田
真
以

柴
田
亜
耶

同

牧
野

絵
美
子

心
コ
ミ

橋

麻
未

人

健

大
島
さ
は
ら

ス
ポ
行

羽
岡

朋
代販

売
士
検
定

級

経
情

伴

野
智
洋

東
島
葉
子

中
西
亜
紀
子

斧
渕
克
也

大
倉
猛
史

柴
田
里
香

清
水
孝
次

辻
本
育
弘

同

岩
本

浩
司

北
川
博
明

小
迎
隆
勝

同

有
瀧

希

藤
元
友
貴

布

竜
文

水
戸
勇
佑

村
上
数
磨

同

級

心
コ
ミ

小
野
彰
浩

河

崎
彰
子日本

語
能
力
検
定

級

国
コ

ミ

頼

同

王

栄

滕

云

人
健

劉

顕
華

経
情

荘

翊
偵

解

丹

于

爽

法
政
経

李

丹
卓

中
国
語
検
定

級

国
コ
ミ

大
湾
し
の
ぶ

経
情

安
東
英
路

宅
地
建
物
取
引
主
任
者

法
政

経

柊
迫
真
澄

総
合
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

国
コ
ミ

澤
井
伸
行

国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

国
コ
ミ

重
森

綾

松
田
千
絵

同

古
川
龍
太

経
情

西
村
有
記

初
級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス

ト
レ
ー
タ
試
験

心
コ
ミ

谷
口

明
日
香

経
情

小
濱
孝
輔

村
田

安
寛

経
情

長
岡
勇
希

日
本
証
券
業
協
会
二
種
証
券

外
務
員
資
格
試
験

心
コ
ミ

畑

中
孝
公

日
商

検
定

文
書
作
成

級

心
コ
ミ

荒
田

恵

経
情

宮
野
智
暢

同
経
情

宮
野
智
暢

同

経
情

西
村
政
輝

同

法
政
経

荒
美

優

パ
ソ
コ
ン
検
定
準

級

経
情

上
柴

了

長
岡
勇
希

西
村

政
輝同

級

経
情

庄
司
雄
紀

同

加
門
優
也

岸

大
典

竹
内
一

良
数
検
準

級

経
情

岸

大

典

短
大

英
検
準

級

家
政

西
田
果

苗

国
文

中
野
明
美

同

酒
本

真
希漢

検

級

家
政

西
野
志
織

国
文

大
野
早
百
合

中
越
智
香

谷
本

幸

日
本
語
文
書
処
理
技
能
検
定

級

国
文

長
西
真
利

秘
書
技
能
検
定
準

級

家
政

廳

美
由
紀

同

級

家
政

岡
本

望

谷

直
美

友
田

好

林

久
美
子

同

上
村
美
由
紀

杉
下
歌
奈
子

久

留
由
貴

馬
谷
佳
美

国
文

奥
山

真
衣

垣
本
い
く
み

津
波
愛
里

同

松
井
美
樹

池
田
繭
光

販
売
士
検
定

級

家
政

大

路
紗
也
香

同

級

家
政

角
田
真
理
子

同

馬
谷
佳
美

大
路
紗
也
香

河

端
智
美

北
落
友
香
理

朽
木
あ
い

谷

彩
華

廳

美
由
紀

中
野
正
峰

西
田
果
苗

松
本
侑
香
里

丸
井
登

紀
子

中
田
佳
澄

久
留
由
貴

土
橋

深
恵

国
文

木
村
友
香
理

眞
下

和
佳
奈

松
井
美
樹

田
村
矩
子

日
商
簿
記
検
定

級

国
文

今
谷
久
美
子

同

級

国
文

山
本
侑
加

日
商

検
定

文
書
作
成

級

国
文

大
野
早
百
合

同

山
藤
紗
千

同

級

家
政

北
落
友
香
理

小
杉
梨
絵

谷

彩
華

藤
田

唯

藤
田
由
美

国
文

岡
野
誠
子

同

松
井
美
樹

ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー

家
政

谷

直
美

福
田
瑠
衣

酒
井
理
恵

佐
竹

央
恵基

本
情
報
技
術
者
試
験

国
文

八
木
久
美
子

初
級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス

ト
レ
ー
タ
試
験

国
文

今
谷
久

美
子

八
木
久
美
子

ヤ
マ
ハ
音
楽
能
力
検
定
試
験

指
導
グ
レ
ー
ド

級

幼
保

島
由
美カワ

イ
グ
レ
ー
ド

級

幼
保

長
尾
知
那
美

藤
沢
美
穂

訪
問
介
護
員

級

家
政

馬
谷
佳
美

小
川
佳
美

表

友
希

草
川
絵
美
子

墨
川
喜
子

園

山
梨
紗

辻

静
香

中
野
正
峰

成

田
麻
香

花
本

愛

濱
田
志
穂

林

千
聖

久
留
由
貴

藤
並

睦

松
田

有
加

宮
本
知
枝

山
尾
友
乃

滝
井
高
校

漢
検

級

年
吉
岡
朋
美

鈴
木

絵
里
加

中
村
朋
美

年

中
鶴
穂

波

増
田
瑞
希

同
準

級

年
覺
野
由
梨

篠
田

有
沙

田
中
美
沙
斗

辻
本
麻
矢

岩

田

渚

松
山
綾
乃

大
前
綾
子

飯

田
あ
ゆ
み

金
井
麻
美

年

寺
本

美
保

日

由
梨

宮
崎
由
佳

小
寺

智
恵
美

立
岡
芽
実

本
庄
美
香

武

智
夏
輝

中
野
真
梨
子

中
浜
由
佳
里

藤
根
由
紀
子

駒
井
千
枝

林

奈

緒
美

吉
田
友
佳

年

岡
澤
果
苗

鷹
野
綾
子

日
平

礼

川
崎
由
貴

佐
藤
久
美

中
道
真
智
子

宮
原
さ

や
か

森

華
南
子

大
塚
夕
季
絵

前
田
千
絵

峰
村
紗
季

英
検

級

年
今
田
有
美

中
井

美
那

西
村
茉
央

廣
山
真
優

堀
井

明
子

西
本
千
明

年

奥
井
美
咲

上
舎
希
望

松
本
明
莉

大
和
田
高
校

英
検
準

級

年

脇
田
さ
や
か

久
保
絢
佳

夏
山
佳
子

同

級

年

小
川
浩
矢

高
沖

隼

八
尾
圭
峻

島
田
亜
依

濱
田
美

沙

松
本
朋
子

南
田
真
里

山
田
航

大

藤
江
真
弓

三
嶋
し
い
な

年

杉
田

亮

岡

駿
洋

脇
坂
美
緒

木
村
洋
平

久
保
田
晃
平

坂
本
詩

歩

中
谷
真
奈
美

堤

優
香

年

竹
本
麻
亜
子

山
口

司

森
島
康

順

大
和
田
中
学

英
検
準

級

年

吉
村
淳
平

宮
崎
友
梨

安
保
陽
佳

岡
田
晏
見

中
村
貴
紀

年

野
口
智
央

木
下

璃
子

幼
稚
園
絵
画
表
彰
（
敬
称
略
）

第

回
大
阪
府

歯
の
保
健

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

大
阪
府
知
事
賞

ゆ
り
組

瀬
野
裕
也

入
選

た
ん
ぽ
ぽ
組

金

洋
生

長
尾
桃
香

穂
園
直
紀

野
村
悠
帆

す
み
れ
組

中
村
純
美
礼

山
口
紗
依

ゆ
り
組

野
崎
大
地

第

回
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

夢
い
っ
ぱ
い
い
つ
で
も
い
っ
し
ょ

京
阪
電
車

優
秀
賞

ゆ
り
組

野

崎
大
地

入
選

す
み
れ
組

上
村
美

音

佳
作

ひ
ま
わ
り
組

藤
谷
桃
菜

第

回
全
国
教
育
美
術
展

入
選

あ
や
め
組

大
南
夢
香

ゆ
り

組

穂
園
智
子

尾
崎

礁

竹
中

翔

す
み
れ
組

中
村
純
美
礼

上
村

美
音

住
野

光

佳
作

ゆ
り
組

野
崎
大
地

西

悠
里

中
林
さ
く
ら

田
村
紗
也
翔

清
水
悠
登

岡
本

舞

す
み
れ
組

車
谷
優
斗

熊
代
健

滝
井
高

滝
井
高

進
路
実
績
右
肩
上
が
り
に

進
路
実
績
右
肩
上
が
り
に

昨
年
を
も
大
き
く
上
回
る

大
学
合
格
者

特
別
講
習
の
成
果
実
る

本
年
度
の
進
路
実
績
は
、

年
制

大
学

人
、
短
期
大
学

人
、
看
護

医
療
系
専
門
学
校

人
、
専
門
学
校

（
看
護
医
療
系
を
除
く
）

人
、
就

職

人
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

特
に
大
学
で
は
国
公
立
大
学
（
筑

波
・
広
島
・
富
山
・
高
知
）
に

人
、

関
関
同
立
・
産
近
甲
龍
に

人
の
合

格
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
、
昨
年
、

一
昨
年
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
関
関
同
立
は

人
の
合
格

者
と
当
初
目
標
を
下
回
っ
た
こ
と
は

残
念
で
あ
る
。

進
学
先
の
学
部
学
科
は
語
学
系
、

経
済
経
営
系
が
中
心
で
あ
る
。

短
期
大
学
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
推
薦

試
験
で
合
格
を
得
て
い
る
。
ま
た
、

内
部
進
学
も
大
阪
国
際
大
学
に

人
、

同
大
短
期
大
学
部

人
の
合
計

人

と
な
っ
た
。

特
に
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
の

学
部

に
は

人
と
例
年
を
大
き
く
上
回
る

実
績
を
残
し
て
い
る
。
た
だ
、
看
護

専
門
学
校
は

人
と
昨
年
の
実
績
を

人

江
本
裕
輝

毛
利
駿
介

井
上
和

希

上
野
結
衣

第

回

全
大
阪
幼
少
年
美
術
展

奨
励
賞

大
和
田
幼
稚
園

入
選

ゆ

り
組

秋
岡
優
吾

小
越
由
唯

瀬
野

裕
也

寺
西
修
生

す
み
れ
組

毛
利

駿
介

写
真

ひ
ま
わ
り
組

金
子
誠

弥

徳
田
基
希

佳
作

ゆ
り
組

野

崎
大
地

羽
生
亮
輔

あ
や
め

組

武
田

優
斗

努

力
賞

ゆ

り
組

清

水
悠
登

中
村
駿
太

古
井
俊

輔

あ
や
め
組

新

智
貴

岸
本
潤

一

西

健
斗

桝
田
愛
梨

松
永
侑

樹

す
み
れ
組

車
谷
優
斗

石
丸

澄

嶋
田
真
也

中
村

航

中
西
琴

音

上
回
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

推
薦
試
験
で
の
合
格
者
増
や
看
護
系

大
学
へ
の
合
格
者
な
ど
質
的
な
変
化

が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
希
望
者
の

ほ
ぼ
全
員
が
合
格
実
績
を
得
て
い
る
。

就
職
は
求
人
数
が
以
前
に
比
べ
増

加
し
て
い
る
が
、
生
徒
の
希
望
と
合

う
も
の
は
比
較
的
少
な
い
傾
向
が
見

ら
れ
る
。

本
年
度
か
ら
は
、
学
力
向
上
と
進

路
実
績
確
保
の
た
め
、
特
進
・
看
護

進
学
コ
ー
ス
・
国
際
科
の

年
生
を

対
象
に
し
た
特
別
講
習
（

・

時

限
目
）
を
実
施
す
る
な
ど
新
し
い
取

り
組
み
を
開
始
し
た
。

今
後
は
、
特
別
講
習
と
長
期
休
暇

の
講
習
会
や
学
習
合
宿
な
ど
を
有
機

的
に
組
み
合
わ
せ
て
よ
り
効
果
的
な

学
習
・
受
験
指
導
を
確
立
し
て
、
生

徒
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
進

路
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

（
大
阪
国
際
滝
井
高
校

進
路
主
任

藤
本

雅
巳
）

DDDDDDDDD バババババババババススススススススス 人人人人人人人人人気気気気気気気気気上上上上上上上上上々々々々々々々々々D バス 人気上々
ユニークな車体、デザインで街並をさっそうと走る

大和田幼稚園 お迎えが楽しみ大和田幼稚園 お迎えが楽しみ

蒸
気
機
関
車
『

』
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
大
和
田
幼
稚
園
の
送
迎
バ
ス
が
、

月
か
ら
運
行
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い

る
。

幼
稚
園
生
活
の
楽
し
さ

を
表

す
赤
色
と
青
色
、
未
来
へ
羽
ば
た
く

明
る
さ

を
表
す
黄
色
、

力
強
さ

を
表
す
黒
色
が
配
さ
れ
た
鮮
や
か
な
色

調
と
ユ
ニ
ー
ク
な
車
体
デ
ザ
イ
ン
で
、

地
域
を
走
る
姿
は
、
ひ
と
き
わ
目
を
ひ

き
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
か
ら
は
、「
バ

ス
が
お
迎
え
に
来
る
の
が
楽
し
み
！
」

「
近
所
の
人
も
見
に
来
る
ん
で
す
よ
」

「
運
転
手
さ
ん
の
制
服
も
か
っ
こ
い
い

で
す
ね
」
な
ど
、
評
判
は
上
々
。

街
並
を
さ
っ
そ
う
と
走
る
幼
稚
園
バ

ス
。
今
後
の
活
躍
に
乞
う
、
ご
期
待

国
公
立
大
に

人
合
格

理
系
の
躍
進
顕
著
に

大和田高い
よ
い
よ
大
学
全
入
時
代
の
到
来

が
巷
の
話
題
に
の
ぼ
る
よ
う
に
な
っ

た
今
年
の

年
度
入
試
は
、
関
西
大

学
の

万
人
入
試
な
ど
人
気
校
に
受

験
生
が
殺
到
す
る
結
果
と
な
り
、

「
行
け
る
大
学
」
よ
り
「
行
き
た
い

大
学
」
へ
と
い
う
志
向
が
い
よ
い
よ

は
っ
き
り
し
て
き
た
。

従
っ
て
、
有
名
国
公
立
大
学
や
難

関
私
立
大
学
の
難
易
度
は
簡
単
に
は

下
が
り
そ
う
に
な
い
気
配
で
あ
る
。

そ
ん
な
中
、
本
校
の
今
年
の
結
果

は
、
国
公
立
大
学
の

人
を
は
じ
め
、

関
関
同
立
の
合
格
数
は

（
関

西
大

、
関
西
学
院
大

、
同

志
社
大

、
立
命
館
大

）、
産
近

甲
龍
の
合
格
数
は

（
京
都
産
業
大

、
近
大

、
甲
南
大

、
龍
谷
大

）
で
あ
っ
た
。

関
東
で
は
早
稲
田
大
学
、
明
治
大

学
の
合
格
が
あ
り
、
薬
学
部
の
合
格

数
も

桁
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
何
と
言
っ
て
も
今
年
の

収
穫
は
、
大
阪
市
立
大
学
工
学
部

人
合
格
を
筆
頭
に
、
理
系
生
徒
の
躍

進
で
あ
ろ
う
。
ま
だ
ま
だ
数
は
少
な

い
な
が
ら
、
男
子
生
徒
も
含
め
殆
ど

が
国
公
立
ま
た
は
関
関
同
立
へ
進
学

し
た
。

こ
れ
は
来
年
度
卒
業
予
定
の
理
数

コ
ー
ス

期
生
に
と
っ
て
も
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。
来
年
は
国
公
立

志
望
の
生
徒
、
理
系
志
望
の
生
徒
と

も
に
飛
躍
的
に
増
え
る
年
な
の
で
、

私
立
文
系
の
大
和
田
高
校
と
い
う
今

ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
の
脱
却
を
図

り
た
い
。

な
お
、
大
阪
国
際
大
学
に
は

人
、

短
期
大
学
部
に
は

人
が
進
学
し
た
。

（
大
阪
国
際
大
和
田
高
校

進
路
部
主
任

佐
々
木

律
子
）

が
ん
ば
り
ま
し
た
ネ

が
ん
ば
り
ま
し
た
ネ

滝井高校 平成 年度卒業生 進路状況

大和田高校 平成 年度卒業生 進路状況

平成 年度

進路先 英数 比率 国数 比率 計 比率

大学（国公立）

大学（私立）

（内数）併設大学 （ ）（ ）

短大

（内数）併設短大 （ ）（ ）

高等看護

その他の専門学校

就職

その他

計

在籍

平成 年度

進路先 計 比率

大学（国公立）

大学（私立）

（内数）併設大学 （ ） （ ）

短大

（内数）併設短大 （ ） （ ）

看護・医療技術専門学校

その他の専門学校

就職

その他

計

在籍
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年
度
の
高
等
学
校
入
試

で
は
、
公
立
高
等
学
校
の
学
区
再
編

が
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
か
が
特
に

注
目
さ
れ
た
。

私
立
高
等
学
校
全
体
の
倍
率
は
、

昨
年
よ
り
若
干
ア
ッ
プ
し
た
が
、
専

願
率
は

ポ
イ
ン
ト
程
度
ダ
ウ
ン
し
、

過
去
最
低
と
な
っ
た
。
公
立
校
の
選

平
成

年
度
入
試
は
、
入
学
定
員

数
が
志
願
者
数
を
上
回
る
「
大
学
全

入
時
代
」
の
最
初
の
年
と
い
う
状
況

下
で
実
施
し
た
入
試
で
あ
り
ま
し
た

が
、
本
学
の
学
生
募
集
状
況
は
大

学
・
短
期
大
学
部
と
も
総
入
学
定
員

を
超
え
る
入
学
者
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
的
に
見
る

と
大
学
の
約

％
が
定
員
割
れ
を
起

こ
し
て
お
り
、
ま
た

年
度

以
降
続
い
て
い
る

歳
人
口
の
減
少

傾
向
が
今
後
も
継
続
し
て
い
く
中
、

入
学
定
員
が
確
保
で
き
た
か
ら
と

言
っ
て
、
次
年
度
以
降
に
つ
い
て
も

安
泰
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
大
学
間
競
争
が
ま
す
ま
す
激

化
す
る
中
、
各
大
学
は
特
色
あ
る
大

学
づ
く
り
に
向
け
た
新
学
部
・
学
科

を
開
設
し
、
こ
ぞ
っ
て
地
方
会
場
の

増
設
や
多
様
な
選
考
種
別
を
導
入
し
、

受
験
生
の
獲
得
に
躍
起
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

国
公
立
大
学
を
は
じ
め
名
立
た
る

難
関
大
学
も
、
開
か
れ
た
大
学
を
懸

命
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
様
は
、
さ
ら
な

る
環
境
の
激
変
を
感
じ
さ
せ
る
も
の

と
言
え
ま
す
。

一
方
で
、
受
験
生
も
「
大
学
全
入

時
代
」
の
波
に
乗
っ
て
上
位
校
を
狙

お
う
と
い
う
心
理
が
は
た
ら
い
て
お

り
、
本
年
度
は
本
学
の
人
気
学
部
及

び
学
科
で
あ
る
人
間
科
学
部（
大
学
）

や
幼
児
保
育
学
科
（
短
期
大
学
部
）

に
お
い
て
も
志
願
者
が
減
少
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
る
と
、

今
後
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
教
育
内
容

の
充
実
と
進
路
保
証
の
実
績
づ
く
り

が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
言
え

ま
す
。
そ
れ
故
に
、
平
成

年
度
入

試
に
向
け
て
は
、
再
編
が
進
む
大

学
・
短
期
大
学
部
の
中
・
長
期
計
画

を
視
野
に
入
れ
た
戦
略
的
な
募
集
広

報
対
策
を
打
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

択
幅
が
広
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
併
願

者
が
増
加
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
本
校
で
は
昨
年
度
の

コ
ー
ス
制
か
ら
理
数
コ
ー
ス
・
英
数

ま
す
。

そ
の
た
め
に
入
試
・
広
報
部
と
し

て
も
、
有
効
な
広
報
と
し
て
の
口
コ

ミ
効
果
に
も
着
目
し
、
学
ぶ
人
を
中

大
阪
国
際
滝
井
高
等
学
校

専 願 併 願
志願者数 合格者数 志願者数 合格者数

普
通
科

体育・吹奏楽
体育
吹奏楽

アカデミック（標準）
チャイルドケア（幼児保育進学）
ナーシング（看護進学）
エクセレント（特進）

国 際 科
次
次

合 計 第 希望合格者を含む人数

大
阪
国
際
滝
井
高
等
学
校

大
阪
国
際

大
和
田
高
等
学
校

普 通 科
専 願 併 願

志願者数 合格者数 志願者数 合格者数
理 数 コ ー ス
英 数 コ ー ス

次
合 計 第 希望合格者を含む人数

大
阪
国
際

大
和
田
高
等
学
校

大
阪
国
際

大
和
田
中
学
校

志願者数 合格者数
次
次

合 計

大
阪
国
際

大
和
田
中
学
校

大学全入時代大学全入時代

総
定
員
上
回
る
入
学
者
確
保

総
定
員
上
回
る
入
学
者
確
保

平
成

年
度
入
試
を
振
り
返
っ
て

平
成

年
度
入
試
を
振
り
返
っ
て

中
長
期
的
な
募
集
戦
略
を

大
学
・
短
大

滝
井
高
校

大
和
田
中
高
校

心
と
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
や
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
学
生
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
開
花
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
教
育
改

革
な
ど
に
も
一
歩
踏
み
込
み
、
学

生
・
保
護
者
が
満
足
で
き
る
、
お
客

様
の
視
点
に
立
っ
た
大
学
改
革
を
も

提
案
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

平
成

年
度
入
試
に
お
き
ま
し
て

も
、
皆
様
方
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
学
・
短
大
入
試
・
広
報
部

課
長
代
理

藤
井

重
喜

受
験
者
、
入
学
者
が
大
幅
増

受
験
者
、
入
学
者
が
大
幅
増

個
性
に
応
じ
た
教
育
推
進

「
体
育
・
吹
奏
楽
コ
ー
ス
」
設
置

滝
井
高
校
で
は
、
個
性
に
応
じ
た

教
育
（
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
教
育
）
の

推
進
の
一
環
と
し
て
新
コ
ー
ス
（
普

通
科
体
育
・
吹
奏
楽
コ
ー
ス
）
を
設

置
し
、
新
た
な
受
験
生
ニ
ー
ズ
の
開

拓
を
図
っ
た
。
本
校
で
は
、

年
前

に
幼
児
保
育
進
学
コ
ー
ス
を
設
置
す

る
な
ど
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
資
す

る
コ
ー
ス
の
整
備
を
行
い
魅
力
と
存

在
感
の
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
。
特
に
本
年
度
は
、
新
コ
ー
ス

の
設
置
と
と
も
に
「
こ
こ
に
は
凛
と

し
た
美
し
い
学
校
が
あ
る
」
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
下
、新
制
服（
コ

ム
サ
・
デ
・
モ
ー
ド
・
ス
ク
ー
ル

レ
ー
ベ
ル
）
を
制
定
し
、
受
験
生
・

保
護
者
そ
し
て
中
学
校
関
係
者
に

「
信
頼
」「
安
心
」
の
あ
る
学
校
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

本
年
は
、
公
立
高
校
の
学
区
再
編

な
ど
受
験
生
の
動
向
が
把
握
し
に
く

い
状
況
で
あ
っ
た
。
私
学
で
は
女
子

校
の
専
願
者
の
減
少
が
目
立
っ
た
が
、

本
校
の
専
願
者
は

人
と
前
年

を
大
き
く
上
回
っ
た
。
ま
た
、
受
験

者
総
数
も

人
を
数
え
、
入

学
者
も
募
集
人
員
を
上
回
る

人
と
な
っ
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
特
待
生
制
度
の

周
知
徹
底
・
進
路
実
績
の
ア
ピ
ー
ル

を
地
道
に
行
っ
て
き
た
こ
と
と
新

コ
ー
ス
の
設
置
・
新
制
服
の
制
定
と

い
う
積
極
的
な
学
校
改
革
の
姿
勢
が
、

「
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
滝
井
高
校
」

へ
の
期
待
感
と
な
り
受
験
生
・
保
護

者
を
は
じ
め
中
学
校
・
塾
関
係
者
に

伝
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
今
年
度
は
、
新
コ
ー
ス
を

始
め
と
す
る
各
コ
ー
ス
の
教
育
内
容

の
充
実
と
実
績
の
伸
長
に
努
め
、「
期

待
に
応
え
ら
れ
る
」
学
校
づ
く
り
を

推
し
進
め
る
こ
と
で
、
安
定
的
に
生

徒
を
確
保
し
学
校
運
営
の
基
盤
を
確

立
し
た
い
。

（
滝
井
高
校

校
長

中
田

碩
也
）

コ
ー
ス
の

コ
ー
ス
制
と
し
、
国
公

立
大
学
及
び
難
関
私
立
大
学
進
学
を

見
据
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更
に
よ

り
、
受
験
生
に
は
か
な
り
難
化
す
る

と
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
各
社

の
受
験
ガ
イ
ド
で
も
合
格
判
定
偏
差

値
が
軒
並
み
上
昇
し
た
こ
と
も
あ
り
、

前
年
度
よ
り
も
専
願
・
併
願
と
も
に

受
験
生
減
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
男
子
の
受
験
率
は
専
願

で

％
（
前
年

％
）、
併

願
で

％
（
同

％
）
と
上

昇
し
、
共
学
校
と
し
て
の
認
知
度
が

年
々
高
ま
っ
て
い
る
傾
向
を
示
し
て

い
る
。

年
度
入
学
生
は
、

男
子

人
、
女
子

人
の

合
計

人
と
な
っ
た
。

中
学
校
入
試
で
は
、
大
阪
府
下
全

体
の
平
均
倍
率
は
、

倍
で
昨

年
と
ほ
ぼ
同
様
の
数
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
年
々
学
校
間
で
の
受
験
生
数

の
差
は
大
き
く
な
り
、「
進
学
し
た

い
学
校
」
の
意
識
は
益
々
強
く
な
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

本
校
は
、
完
全
六
年
一
貫
、
入
試

科
目

科
目
と
改
め
ら
れ
、
難
化
傾

向
の
入
試
と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
、

ほ
ぼ
昨
年
並
み
の
受
験
生
に
よ
る
高

レ
ベ
ル
の
入
試
が
展
開
さ
れ
、

人

の
新
入
生
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

中
・
高
と
も
に
更
な
る
発
展
が
期
待

さ
れ
る
。

大
和
田
中
・
高
校

教
頭

（
募
集
・
進
路
担
当
）
河
井

康
宏

中学・高校とも中学・高校とも
男子の受験率増加男子の受験率増加
「進学したい学校」へ
受験者減も難化の入試

DATA 平成 年度 入試結果DATA 平成 年度 入試結果
大
阪
国
際
大
学

大

学

院

志願者 受験者 合格者

経営情報学研究科
博士課程
修士課程

総合社会科学研究科 修士課程

大
阪
国
際
大
学

大

学

院

大

阪

国

際

大

学

学部名 学科名
AO入学選考 推薦入学選考 期 推薦入学選考 期 推薦入学選考 期

志願者 合格者 競争率 志願者 合格者 競争率 志願者 合格者 競争率 志願者 合格者 競争率
経営情報学部 経営情報学科
法政経学部 法政経学科

人間科学部
心理コミュニケーション学科
人間健康科学科
スポーツ行動学科

国際コミュニケーション学部 国際コミュニケーション学科

学部名 学科名
一般入学選考 日程 一般入学選考 日程 一般入学選考 日程

志願者 合格者 競争率 志願者 合格者 競争率 志願者 合格者 競争率
経営情報学部 経営情報学科
法政経学部 法政経学科

人間科学部
心理コミュニケーション学科
人間健康科学科
スポーツ行動学科

国際コミュニケーション学部 国際コミュニケーション学科

学部名 学科名
大学入試センター試験 利用選考 期 大学入試センター試験 利用選考 期 大学入試センター試験 利用選考 期 総合計
志願者 合格者 競争率 志願者 合格者 競争率 志願者 合格者 競争率 志願者 合格者 競争率

経営情報学部 経営情報学科
法政経学部 法政経学科

人間科学部
心理コミュニケーション学科
人間健康科学科
スポーツ行動学科

国際コミュニケーション学部 国際コミュニケーション学科
第 ・ 志望を含んだ数値。

大

阪

国

際

大

学

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

学科名 コース名
推薦入学選考 一般入学選考 総合計

志願者 合格者 競争率 志願者 合格者 競争率 志願者 合格者 競争率

家政科
生活文化コース
栄養士コース

幼児保育学科
保育コース
音楽コース
体育コース

国際文化学科
観光・国際コース
流通・経営コース
情報・メディアコース

合 計

志願者数については第 志望を、合格者については第 ・ 志望等を含んだ数値。 推薦入学選考には指定校推薦入学選考・AO選考等の結果を含む。

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

平成 年度 入試日程平成 年度 入試日程
選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日

修
士
課
程

一次
経 営 情 報 学 研 究 科

月 日（月） 日（火） 月 日（土）
総 合 社 会 科 学 研 究 科

二次
経 営 情 報 学 研 究 科

平成 年 月 日（月） 月 日（火） 月 日（土）
総 合 社 会 科 学 研 究 科
博士（後期）課程
経営情報学研究科のみ 平成 年 月 日（月） 月 日（火） 月 日（土）

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

選考種別（略称） 出願期間（必着） 選考日
A O 選 考 期 月 日（月） 月 日（金） 月 日（土）
A O 選 考 期 月 日（月） 月 日（金） 月 日（土）
指 定 校 推 薦

月 日（金） 月 日（火） 月 日（日）顧 問 間 推 薦 期
特 別 推 薦 （同 窓 子 女）
推 薦 期

月 日（金） 月 日（月）

月 日（土） 日（日）
内 部 推 薦 月 日（土）
A O 選 考 期

月 日（日）
特 別 推 薦 （同 窓 子 女）
推 薦 期

月 日（金） 月 日（月）

月 日（土） 日（日）
帰 国 生 徒

月 日（日）
社 会 人
A O 選 考 期
特 別 推 薦 （同 窓 子 女）
推 薦 期

月 日（月） 月 日（月） 月 日（土）
顧 問 間 推 薦 期
A O 選 考 期
特 別 推 薦 （同 窓 子 女）
一 般 A 日 程（内 部 推 薦 含 む）

月 日（月） 月 日（月）
月 日（土） 日（日）

A O 選 考 期 月 日（日）
セ ン タ ー 利 用 月 日（月） 月 日（水）
一 般 B 日 程

月 日（月） 月 日（金） 月 日（土）
A O 選 考 期
一 般 C 日 程（内 部 推 薦 含 む）

月 日（木） 月 日（月） 月 日（土）
A O 選 考 期

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

大
阪
国
際
大
学

選考種別（略称） 出願期間（必着） 選考日
A O 選 考 期 月 日（月） 月 日（金） 月 日（土）
A O 選 考 期 月 日（月） 月 日（金） 月 日（土）
留 学 生 （現 地 入 試） 月 日（月） 月 日（金） 月下旬 月中旬
指 定 校 推 薦

月 日（金） 月 日（火） 月 日（日）
指 定 校 推 薦（特 別 指 定 校）
顧 問 間 推 薦 期
特 別 推 薦 （同 窓 子 女）
推 薦 期

月 日（金） 月 日（月）

月 日（土） 日（日）
内 部 推 薦 月 日（土）
A O 選 考 期

月 日（日）
特 別 推 薦 （同 窓 子 女）
留 学 生 （内 部） 月 日（金） 月 日（金） 月 日（土）
推 薦 期

月 日（金） 月 日（月）

月 日（土） 日（日）
帰 国 生 徒

月 日（日）
社 会 人
A O 選 考 期
特 別 推 薦 （同 窓 子 女）
留 学 生 （指 定 校 推 薦）
ビジネス学部・現代社会学部 月 日（金） 月 日（金） （国内） 月 日（土）
留 学 生 期
推 薦 期

月 日（月） 月 日（月） 月 日（土）
指 定 校 推 薦（特 別 指 定 校）
顧 問 間 推 薦 期
A O 選 考 期
特 別 推 薦 （同 窓 子 女）
一 般 A 日 程（内 部 推 薦 含 む）

月 日（月） 月 日（月）
月 日（土） 日（日）

指 定 校 推 薦（特 別 指 定 校）
月 日（日）

A O 選 考 期
セ ン タ ー 利 用 期 月 日（月） 月 日（金）
留 学 生 期 月 日（月） 月 日（火） 月 日（土）
一 般 B 日 程

月 日（月） 月 日（金）
月 日（土）

A O 選 考 期
セ ン タ ー 利 用 期
留 学 生 期 月 日（月） 月 日（火） 月 日（土）
一 般 C 日 程（内 部 推 薦 含 む）

月 日（木） 月 日（月）
月 日（土）指 定 校 推 薦（特 別 指 定 校）

A O 選 考 期
セ ン タ ー 利 用 期

大
阪
国
際
大
学

大
阪
国
際
大
学
編
入
学

選考種別（略称） 出願期間（必着） 選考日
留 学 生 （協 定 校 推 薦） 月 日（木） 月 日（金）
内 部 編 入 期

月 日（金） 月 日（月） 月 日（土）
指 定 校 編 入 期
留 学 生 （内 部） 月 日（金） 月 日（金） 月 日（土）
一 般 編 入 期

月 日（金） 月 日（月） 月 日（日）
社 会 人 編 入 期
留 学 生 期 月 日（金） 月 日（金） 月 日（土）
指 定 校 編 入 期 月 日（月） 月 日（月） 月 日（土）
内 部 編 入 期 月 日（月） 月 日（月） 月 日（日）
留 学 生 期 月 日（月） 月 日（火） 月 日（土）
内 部 編 入 期

月 日（月） 月 日（金） 月 日（土）
指 定 校 編 入 期
一 般 編 入 期
社 会 人 編 入 期
留 学 生 期 月 日（月） 月 日（火） 月 日（土）

大
阪
国
際
大
学
編
入
学

上記出願期間については、期間最終日が金曜日の場合は翌週月曜日、それ以外の曜日の場合は翌
日に限り守口キャンパス持ち込みのみ受け付ける。
留学生編入（協定校）は、 月 日（月） 日（金）までに小論文を提出。
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大阪国際大学、我が母校！
私は、まさに 世紀が終わろうとする激動の年、 年度に経営情報学部に入学し
ました。とは言っても、そんな世紀の変わり目などということには全く興味もなく、
これから始まる学生生活に胸躍らせていたことを思い出します。桜が満開の野外ス
テージで入学式を迎えた時には、自分がまさか研究者の道に進むとは思いも寄りま
せんでした。
入学して 週間、私にとって運命の出会いと言うべき友人に出会いました。 、
年次は、彼らと趣味のサークルを作り、 年次生には学友会活動にまで関わるよ

うになりました。
年次生になると、皆は就職活動をしていましたが、自分は人工知能について深

く学びたいと考え大学院修士課程への進学を決意致しました。修士課程では、岡本
容典先生の下で研究に励み、更に大学院博士課程に進学する頃には、非常勤講師と
して母校の教壇に立つという経験もさせて頂き、本気で大学教員を目指したいと考
えるようになっていました。
博士課程 年次の春、私に大きな転機がやってきました。恩師の岡本先生と韓先
生から、研究の幅を広げ、研究者としてのキャリアを積むために早稲田大学大学院
へ移ってはどうかと薦められたのです。OIUから出て行くことに多少の不安もあり
ましたが、他大学の研究室を見て来るべきという、お二人の言葉で入学試験を受け
ようと決意致しました。
現在は、決して楽な日々ではありません。研究に加え、指導教員の様々な研究補
助、国際会議等の準備業務をこなしながら、朝から晩まで研究に明け暮れる日々で
すが、OIUで得た知識と経験が大変役に立っています。私の全ての源はOIUにある
と言っても過言ではないと思います。
大学院で指導して頂いた先生方以外にも、時には優しく時には非常に厳しい指導
を頂きましたが、今思えばそれも懐かしく、心の故郷、まさに母校だと感じる日々
です。在学生の皆さん、大学生活は楽しいことばかりではないでしょう。でも、不
思議とつらいことの方が、後から思い起こせば大きな思い出になっていると思います。

大
阪
国
際
大
学
経
営
情
報
学
部

年
卒

早
稲
田
大
大
学
院

情
報
生
産
シ
ス
テ
ム
研
究
科
博
士
後
期
課
程

安
高

真
一
郎

OB・OGレポートOB・OGレポート

景
気
の
回
復
と
、
団
塊
の
世
代
の

大
量
退
職
時
期
が
重
な
り
、
民
間
企

業
の
求
人
数
が

万
人
（
リ
ク
ル
ー

ト
ワ
ー
ク
ス
社
調
査
、
大
学
の
み
）

を
超
え
、
新
卒
に
対
す
る
求
人
倍
率

が

に
上
昇
し
、
求
人
状
況
に

於
い
て
は
バ
ブ
ル
期
の
様
相
を
呈
し

て
い
る
感
も
あ
っ
た
平
成

年
度
の

就
職
採
用
戦
線
は
、
企
業
の
規
模
を

問
わ
ず
質
的
、
量
的
な
不
足
感
を
残

し
終
了
し
ま
し
た
。

理
由
と
し
て
は

月
上
旬
か
ら
内

定
が
出
始
め
た
た
め
、
採
用
活
動
の

第

段
階
で
母
集
団
の
形
成
と
な
る

企
業
側
の
説
明
会
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
時
期
が
早
ま
り
、
学
生
は
従
来
に

も
増
し
て
就
職
観
や
職
業
観
の
醸
成

が
不
十
分
な
ま
ま
企
業
等
の
採
用
活

動
に
合
わ
さ
ざ
る
を
得
ず
、
結
果
と

し
て
質
に
こ
だ
わ
る
企
業
側
の
思
惑

と
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

就
職
は
大
学
生
活
の

最
大
の
イ
ベ
ン
ト

大
陽
ス
テ
ン
レ
ス
・

ス
プ
リ
ン
グ
株
式
会
社

国
際
大

人
間
科
学
部

人
間
健
康
科
学
科

大
倉
慎
吾

私
に
と
っ
て
就
職
活
動
で
重
点
を

お
い
た
事
は
面
接
対
策
で
す
。
そ
れ

は
、
筆
記
試
験
だ
け
で
自
分
を
評
価

し
て
も
ら
い
た
く
な
く
、
実
際
、
私

を
見
て
評
価
し
て
も
ら
え
る
会
社
に

入
社
し
た
い
と
考
え
て
い
た
か
ら
で

す
。何

よ
り
も
多
く
の
会
社
を
訪
問
し
、

「
自
分
が
こ
の
会
社
で
働
い
て
い
け

る
の
か
」
を
常
に
イ
メ
ー
ジ
し
な
が

ら
就
活
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

社
近
く
会
社
の
試
験
を
受
け
、

早
く
内
定
を
も
ら
い
た
い
と
焦
っ
た

時
期
や
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も

多
く
あ
り
、

年
次
生
の

月
頃
は
、

少
し
就
活
を
休
み
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
の

面
談
で
夢
を
叶
え
た

西
日
本

短
大

国
際
文
化
学
科

高
田
菜
緒

私
は
就
職
活
動
を
し
た
こ
と
で
、

就
職
希
望
者
を
全
員
就
職
さ
せ
る
こ

と
を
目
標
と
す
る
こ
と
に
は
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
就
職
を
希
望
し

な
が
ら
も
、
就
職
活
動
し
な
い
者

や
、
進
路
登
録
を
し
な
い
者
に
つ
い

て
は
、
希
望
進
路
に
対
す
る
行
動
を

明
確
に
す
る
よ
う
に
指
導
し
、
卒
業

者
に
対
す
る
就
職
者
の
率
（
平
成

年

月
卒
は
大
学

％
、
短
大

％
）
を
上
げ
て
い
く
こ
と
を
、

常
に
意
識
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

社
会
や
企
業
の
求
め
る
能
力
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
キ
ー
ワ
ー

ド
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
経
済
産
業

省
で
は
、
社
会
人
基
礎
力
を
「
職
場

や
地
域
社
会
で
多
様
な
人
々
と
と
も

に
仕
事
を
行
な
っ
て
い
く
上
で
、
基

何
か
変
わ
っ
た
気
が
し
ま
す
。

今
ま
で
自
分
の
意
見
を
目
上
の
方

に

対

で
話
し
た
り
、
見
ず
知
ら

ず
の
人
の
前
で
話
す
事
な
ど
ま
ず
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

思
っ
て
い
る
こ
と
が
う
ま
く
伝
え
ら

れ
な
か
っ
た
り
、
理
解
し
て
頂
け
な

か
っ
た
り
、
思
う
よ
う
に
い
か
な
い

こ
と
は
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
時
、
今
ま
で
だ
と
、
き
っ
と

相
変
わ
ら
ず
同
じ
よ
う
に
続
け
て
い

た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
方
と
何
度
も

面
談
で
話
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
て

気
付
か
せ
て
も
ら
え
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
自
分
が
本
当
に
思
っ
て

い
る
こ
と
は
何
か
、
自
分
が
出
来
る

範
囲
の
こ
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
で

す
。就

職
活
動
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な

か
っ
た
時
、
私
は
無
理
し
て
い
た
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
他

に
自
分
ら
し
い
答
え
が
あ
っ
た
の
に

変
に
意
識
を
し
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
今
思
え
ば
、
目
上
の
方
に
見

栄
を
張
っ
て
も
無
理
が
伝
わ
る
だ
ろ

う
し
、
そ
の
裏
を
見
破
ら
れ
て
し
ま

う
だ
ろ
う
な
と
。

就就就就就就就就就職職職職職職職職職バババババババババブブブブブブブブブルルルルルルルルル 再再再再再再再再再びびびびびびびびび就職バブル 再び
内定、大学 短大とも上昇

キ
ャ
リ
ア
教
育
さ
ら
に
充
実
へ

キ
ャ
リ
ア
教
育
さ
ら
に
充
実
へ

礎
的
な
能
力
」
と
位
置
づ
け
て
お
り
、

「
前
に
踏
み
出
す
力
」「
考
え
抜
く
力
」

「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」
の

つ
の
能

力
を
、
さ
ら
に

の
能
力
要
素
に
分

け
て
い
ま
す
。
今
後
、
教
育
機
関
と

し
て
、
研
究
や
教
育
は
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
人
材
の
育
成
の
た
め
、
よ
り
一
層

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
が
求
め
ら

れ
る
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

（
大
阪
国
際
大
学
・
大
阪
国
際
大
学

短
期
大
学
部
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

課
長

定
國
通
雄
）

就
職
奮
戦
記

就
職
奮
戦
記

気
分
転
換
を
兼
ね
て
再
度
、
自
己

分
析
を
行
い
、

月
に
は
就
活
を
再

開
し
ま
し
た
。
結
果
、

社
か
ら
内

定
を
頂
き
ま
し
た
。

私
の
就
活
は
、
約

ヵ
月
と
い
う

時
間
を
要
し
、
思
い
返
せ
ば
、
い
ろ

い
ろ
と
悩
み
、
本
当
に
長
い
時
間

だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

大
学
を
卒
業
す
れ
ば
社
会
人
生
活
が

始
ま
り
ま
す
。
そ
の
会
社
を
簡
単
に

辞
め
る
事
は
出
来
な
い
の
で
、
就
活

は
自
分
の
人
生
の
大
事
な
時
間
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

後
輩
に
は
、
焦
ら
ず
自
分
な
り
の

ペ
ー
ス
で
会
社
を
選
ぶ
こ
と
。
そ
し

て
、
自
分
な
り
に
決
断
を
す
る
時
期

が
あ
る
の
で
、
そ
の
時
期
を
大
切
に

し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
就
活
で

大
切
な
こ
と
は
笑
顔
で
す
。

面
談
を
繰
り
返
す
中
、
い
つ
頃
か

ら
か
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

就
職
活
動
が
楽
し
く
思
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
友
達
と
就
職
活

動
の
話
を
し
て
も
、「
今
、
な
ん
だ

か
楽
し
い
！
」
と
言
え
る
ほ
ど
で
し

た
。
新
し
い
発
見
が
多
く
、
ま
た
、

自
分
は
働
い
た
ら
ど
ん
な
こ
と
が
出

来
る
の
か
、
し
た
い
の
か
を
小
さ
な

と
こ
ろ
か
ら
見
つ
け
て
い
く
よ
う
に

な
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。夢

や
目
標
を
大
き
く
高
く
持
つ
こ

と
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
小
さ
な
こ
と
か
ら
積
み
重

ね
て
い
く
こ
と
、
無
理
を
せ
ず
に
周

り
の
も
の
に
目
を
む
け
る
こ
と
を
忘

れ
な
い
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

今
、
こ
う
し
て
夢
だ
っ
た
旅
行
会

社
に
内
定
を
頂
い
て
、
仕
事
講
座
や

懇
親
会
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
入
社
ま
で
に
勉
強
し

て
い
く
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
楽

し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
小
さ
な
積
み
重
ね
と
、
周

り
に
目
を
む
け
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
事
担
当
者
か
ら
直
接
話
が
聞
け
る
貴
重
な
機
会
に
、
学
生
た
ち
も

真
剣
。

約 人参加 大学主催企業説明会約 人参加 大学主催企業説明会

企業のナマの声、熱心に
「マイドームおおさか」で開催

月

日
、
大
学

年
次
生
、
短

大

年
次
生
を
対
象
に
、
大
学
主
催

企
業
説
明
会
が
開
か
れ
た
。
場
所
は
、

就
職
活
動
中
の
学
生
の
利
便
性
も
考

え
、「
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
」（
大

阪
市
中
央
区
本
町
橋
）
で
、
本
学
の

学
生
の
た
め
だ
け
に
、
様
々
な
業
界

か
ら
約

社
の
採
用
担
当
者
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
い
た
。

会
社
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
読
み
き
れ
な
い
ナ
マ
の

話
を
人
事
担
当
者
か
ら
直
接
聞
け
、

じ
っ
く
り
業
種
研
究
も
で
き
る
格
好

の
機
会
と
あ
っ
て
、

人
弱
の

学
生
が
参
加
。
こ
の
大
学
主
催
企
業

説
明
会
が
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
繋
が

る
場
合
が
多
く
、
企
業
に
よ
っ
て
は

次
選
考
を
兼
ね
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

皆
、
真
剣
な
表
情
で
各
企
業
ブ
ー
ス

を
ま
わ
っ
て
い
た
。

「
資
料
分
析
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・

」
受
賞
者

国
際
大
経
営
情
報
学
部

（

年
次
生
対
象
）
グ
ラ
ン
プ

リ

中
崎
悠
一
「
過
去

年
間
の
交

通
事
故
者
の
推
移
」（
ニ
ヴ
ォ
ン
ゼ

ミ
）

準
グ
ラ
ン
プ
リ

西
澤

淳

「
琵
琶
湖
の
汚
染
」（
矢
島
ゼ
ミ
）

佐
々
木
達
雄
「
世
界
陸
上
の
最
速

男
た
ち
」
（
村
下
ゼ
ミ
）

佳
作

中
村
智
貴

小
川
拓
也

関
口
武
司

「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
出
場
数
と
通

算
優
勝
国
に
つ
い
て
」（
市
川
ゼ
ミ
）

上
野
弘
貴

浅
田
和
人

田
中

航「
所
得
格
差
の
実
態
」（
松
田
ゼ
ミ
）

田
下
敦
子
「
児
童
虐
待

児
童
虐

待
の
現
状
と
対
策

」（
三
木
ゼ
ミ
）

（

年
次
生
対
象
）
グ
ラ
ン
プ

リ

藤
井
章
史
「
貿
易
輸
入
と
水
の

関
係
」（
田
窪
ゼ
ミ
）

準
グ
ラ
ン

プ
リ

市
村
美
沙
子
「
あ
な
た
に

似
合
う
メ
ガ
ネ
探
し
」（
石
川
ゼ
ミ
）

瀧
澤

有「
少
年
犯
罪
に
つ
い
て
」

（
安
達
ゼ
ミ
）

佳
作

与
那
嶺
達

也
「
永
谷
園
の
お
茶
漬
け
」（
中
野

ゼ
ミ
）

尾
花
忠
夫
「
日
本
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
情
」（
朝
倉
ゼ
ミ
）（
敬
称
略
）

初の海外研修・韓国に魅せられて
私は、 年次生のとき、家政科海外異文化研修に参加しました。当時、何かした
いことや将来就きたい仕事も特にありませんでしたが、研修に参加できたことで、
今の私に繋がる目標を持つことができました。
研修で初めて海外（韓国）に行きました。偶然その時乗った飛行機が、現在勤め
ているアシアナ航空でした。研修に参加したくて、少し韓国語を勉強していた私に
は、関西空港のアシアナ航空の方が、韓国語でお客様を探されている姿や、搭乗ゲー
トで韓国語のアナウンスをされているのを見て、聞いて、とてもかっこいいと思い
憧れました。
また、研修先の韓国で得た様々な貴重な体験をきっかけに、もっと韓国語を勉強
したいと思いました。
卒業後、韓国に 年 ヵ月ほどの語学留学を経て、研修だけでは見えなかった韓

国も知り、韓国語はもちろん、多くの事を学びました。
そして現在、幸いにもあの時憧れたことを実際にできるようになり、毎日、日々
の出来事に勉強しながら楽しんでいます。
私は主に到着業務を行なっていますが、韓国語を話す機会も多く、勉強したこと
を生かせられ、とてもやりがいを感じています。

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

家
政
科
生
活
文
化
コ
ー
ス

年
卒

ア
シ
ア
ナ
航
空
地
上
勤
務

船
田

倫
代

年
度
を
振
り
返
る
と
求
職
者
の

倍
近
い
求
人
数
が
あ
っ
た
に
も
拘
ら

ず
、
平
成

年

月

日
の
就
職
内

定
状
況
（
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働

省
調
査
）
は
大
学

％
、
短
大

％
（
昨
年
比
大
学

％
増
、

短
大

％
増
）
と
な
っ
て
お
り
、

数
字
的
に
は
昨
年
に
比
べ
上
昇
し
て

い
る
も
の
の
売
り
手
市
場
と
い
わ
れ

た
割
に
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
と
い

う
感
じ
は
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

本
学
の

月
末
の
内
定
状
況
（
内

定
率
・
内
定
者
数
）
は
大
学

％
・

人
、短
大

％
・

人
（
昨
年
比
大
学

％

増
・

人
増
、短
大

％
増
・

人
増
）
と
な
っ
て
お
り
、
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
が
指
導
の
メ
イ
ン
と
し

た
、
個
人
指
導
（
就
職
相
談
、
就
職

活
動
指
導
、
求
人
斡
旋
紹
介
な
ど
）

の
成
果
が
現
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、

就
職
指
導
に
関
し
て
、
基
本
的
に
は
、

い
ま
す
。

平
成

年

月
に
、
中
央
教
育
審

議
会
の
答
申
で
「
生
き
る
力
」
が
発

表
さ
れ
て
か
ら
約

年
を
経
て
、
厚

生
労
働
省
の
若
年
者
就
職
基
礎
能
力

（
平
成

年

月
）、
経
済
産
業
省

の
社
会
人
基
礎
力（
平
成

年

月
）

な
ど
、
若
年
者
の
職
業
能
力
を
測
る

指
標
づ
く
り
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
は
大
学
、
短
大
を
最
終

学
歴
校
と
し
て
い
る
学
生
が
多
い
現

状
で
は
、
学
校
教
育
で
身
に
付
け
る
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